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つくし野会派名

議員氏名
議案等名

令和６年第２回３月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

議案第８号
筑紫野市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について
議案第10号
筑紫野市介護保険条例の一部を
改正する条例の制定について

議案第23号
令和６年度筑紫野市一般会計予算について

○●○○○欠○○○○○○○○○○○○○○○
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議案第24号
令和６年度筑紫野市国民健康保険事業
特別会計予算について
議案第27号
令和６年度筑紫野市介護保険事業
特別会計予算について
議案第28号
令和６年度筑紫野市後期高齢者医療事業
特別会計予算について

市民会議 公明党 ー ー ー 議長

本会議 本会議

本会議

常任
委員会 

予算審査
委員会 本会議

※変更する場合があります。

令和６年６月定例会

・本会議は原則として午前１０時に開会します。
・６月定例会の請願及び陳情の受付は５月３０日（木曜日）正午までです。

日 月 火 水 木 金 土
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常任
委員会 本会議
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●予算審査・・・・・・・ ２
●代表質問・・・・・・・ 10
●議会報告会のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23

●委員会報告・・・・・・・ 6
●一般質問・・・・・・・・ 16

議　会　だ　よ　り

聴く　見る　動く　チーム議会

3月

9月
6月12月

今回の定例会

10万市民に議会を

5/1

　2月1日に全議員が、市三役、
部長級職員と合同で市内5か所に
分かれて能登半島地震災害義援金
街頭募金活動を行いました。
　集まった168,726円の義援金
は、日本赤十字社を通じて被災地
に届けられました。
　多くの方々からの善意に心より
感謝いたします。

今回の表紙題字は、筑山中学校美術部の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。

福岡県筑紫野市議会
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■次回第205号は令和６年８月１日発行予定です。

目次

　この題字には、筑紫野市民の方々のあたたかさや、
のどかさなどを伝えられるように工夫をしました。
　例えば、つくしやヘビなどの動植物を描いたり、
明るい色でグラデーションを使ったりしました。

～表紙題字の作者紹介～

　　筑山中学校美術部３年
(左から) 石川莉音さん、牛尾乃彩さん

広報委員会
原口　政信委 員 長

副委員長 前田　倫宏

委　　員
西村　和子・坂口　勝彦
段下季一郎・赤司　祥一

市
議
会
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程
の
お
知
ら
せ

３月定例会 審議結果（2月27日～3月26日）

条　　例・・・・・・・

発　　議・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

１３件
２件

予　　算・・・・・・・

補正予算・・・・・・・・・

（原案可決）

（原案可決）

（原案可決）

（原案可決）

１２件
８件

・筑紫野市議会委員会条例の一部を改正する条例
・筑紫野市議会ハラスメント防止条例（新規制定）

・筑紫野市副市長の選任について　　　平嶋義伸　氏
・筑紫公平委員会委員の選任について　渡邉利治　氏
・筑紫野市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　内野公子　氏

ひらしまよしのぶ

わたなべとしはる

うち の きみ こ

[主な補正内容]
　令和５年度筑紫野市一般会計補正予算(第7号)
　・基金積立事業
　・国民健康保険事業特別会計繰出金
　・子どものための教育・保育給付事業　ほか

・水質調査に関する陳情
・英語の学力改善に向けての陳情
・手話言語条例の制定に関する陳情

人事案件 ３件（同意）

陳　　情・・・・・・・・・３件

私たちがデザインしました!!

令和6年能登半島地震災害義援金の
募金活動を行いました

2024
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いしかわ り のん うし  お の   あ



県の子ども医療費支給制度の
対象とならない３歳から中学
生に対し、医療費を助成しま
す。令和6年１０月から医療費
助成の内容を拡充します。

人が育まれ、活躍できる子育て・教育のまちづくり
拡大子ども医療費支給事業　５５２０万円

問

答

374億円
どう使うの？

令和６年度 一般会計予算

予算審査常任委員会

　令和6年度一般会計予算の総額は、対前年度比23億3500万円（6.6%）増の374億7100万円です。
この予算に対し、3月13日から18日にかけて、議員全員で構成される予算審査常任委員会で、７部門
27課から75項目について詳細な説明を受け、施政方針に掲げられた７つの政策分野の推進に向けて使
われる予算の内容・必要性など、多様な観点から審査を行いました。

賛成多数

可決歳入

使用料及び手数料
5億6097万2千円
1.5%

繰入金・繰越金
4億6146万5千円
1.2%

市税
144億4355万5千円
38.5%

自主財源
174億
8788万2千円
46.7%

依存財源
199億
8311万8千円
53.3%

諸収入など
20億2189万円
5.4%

地方交付税
44億3958万9千円
11.8%

市債
4億8126万5千円
1.3%

国県支出金
119億1152万3千円
31.8%

地方譲与税、
各種交付金など
31億5074万1千円
8.4%

歳出

（202４年度）

事業内容
子ども医療費を助成するにあたり、過剰受診が懸念されると考え
るが対策は。
県の事業として小児救急医療電話相談窓口が設けられており、子
どもの急な体調不良や怪我に関する相談に対し、アドバイスが得
られる事業であるため、積極的に周知していきたいと考えている。

委員会での質疑

子どもに関する一元的な相談窓口としての機能
を有し、各種相談支援を実施します。こども家
庭センターの職員体制は、センター長１名、統
括支援員１名、母子保健相談員３名、児童福祉
相談員５名とします。

こども家庭センター運営事業　３１６２万円

問

答

事業内容
こども家庭センターの設立について、市民への周知はどのように
行うのか。
４月号の広報に掲載するほか、市民の身近な存在である民生委
員・児童委員の方に通知を行い、地域へ周知を図りたいと考えて
いる。

委員会での質疑

開館から約４０年経過し、老朽化している空調
・照明・音響設備の更新を行うものです。令和
６年度から令和８年度までの３年間で設備更新
を行います。

市民が織りなすスポーツと文化のまちづくり
文化会館改修事業　１億５５４１万円

問

答

事業内容
改修工事について債務負担行為で、令和６年度から８年度の３か
年分予算計上されているがどのような内容なのか、また、大規模
改修の予定は。
大ホールの舞台照明及び舞台音響については、令和６年度に設計
監理業務を計上しており、令和７年度に設備を製作する予定とし
ている。また、空調設備を、令和６年度から７年度にかけて製作
する予定であり、全ての設備の製作が終了した後、令和８年度に
改修工事を行う予定である。
また、大規模改修の時期は、現時点では未定である。

委員会での質疑

飼い主のいない猫の過剰繁殖や糞尿による生活
環境被害等を防止するため、地域住民のボラン
ティア等を中心とした活動団体が行う地域猫活
動の支援を行います。猫の不妊去勢手術等に係
る費用を補助します。（上限　メス２万６千円、
オス１万６千円、ワクチン接種・ウイルス検査
６千円）

自然をまもり未来を育むまちづくり
愛護動物対策事業　180万円

事業内容
地域猫活動の不妊去勢手術に係る費用の補助について、申請から
精算までの流れはどのようになるのか。
まず、地域猫活動を行う団体の登録をさせてい
ただき、対象の猫について報告を受け、手術の
終了後、領収書や実績報告書を提出していただ
いた上で、市が補助する流れとなる。

委員会での質疑
問

答

民生費
188億8266万4千円

50.4%
総務費

35億6005万1千円
9.5%

教育費
48億6750万8千円

13.0%

衛生費
33億6327万3千円

9.0%

公債費
22億8765万3千円

6.1%

土木費
19億1298万6千円

5.1%
その他

25億9686万5千円
6.9%

歳出合計
374億7100万円

筑紫野市文化会館

3 2議会だより筑紫野 令和６年５月１日 204号　議会だより 筑紫野
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≪委員間討議≫
　委員間討議では、12人の委員から、4日間の集中審査を通して感じたことなど、様々な意見が出さ
れ、活発な議論が行われました。
　そのうち1点目は、地域公共交通計画における、AIオンデマンドバスの実証実験について、交通手段
に困っている市民の移動手段の確保につながるよう尽力する必要があること。2点目は、文化会館につ
いて、安定的な運営を維持するための最低限の改修を行いながら、未来を見据え、バリアフリー化を
含めた整備計画について検討すること。3点目は、職員の処遇改善について、会計年度任用職員の賞与
が創設されたが、正規職員との差は大きいので、業務へのモチベーションに影響することがないよう、
若い世代の収入を保障できるような体系づくりに努めること。4点目は、コミュニティの充実に向け、
地域の声を聞きながら、コミュニティ運営への支援の強化を図ること。5点目は、こども部の新設によ
り、待機児童の解消など、子育て支援が充実するものと期待されるため、その期待に応えられるよう
注力すること。6点目は、小中学校の教員不足について、県への要望活動や、本市独自の取り組みによ
り、行政としての役割を果たすこと。7点目は、高齢化による医療費増大への対策として、健康づくり
に関する施策の充実化を図ること。以上7点を、令和6年度の予算執行に当たっての重要課題として共
通認識とすることを確認しました。

　ふれあい広場を平常時駐車場とする整備工事に係る経費につい
て、この広場は、災害時の防災広場として、支援物資の受け入れや
一時避難所として活用されること、また、現在、地産地消マルシェ
など、市民が交流する場として、多目的に利用されていることを踏
まえ、今回示された、平常時駐車場として活用する計画案のまま事
業を進めていくことは問題があるものと考えられるため、防災広場
や市民が交流する場としての機能に支障がない計画案が議会に示さ
れるまでの間、予算の凍結を求める意見を付しました。

議
会
又
は
委
員
会
に
お
け
る
審
議

の
対
象
で
あ
る
案
件
の
議
決
に
当
た

っ
て
、
そ
の
案
件
に
つ
い
て
付
随
的

に
付
け
ら
れ
る
意
見
又
は
要
望
の
決

議
の
こ
と
で
す
。

付帯決議
令和６年度一般会計予算に付帯決議を付しました。

付帯決議
とは？

西鉄二日市駅からJR二日市駅周辺で、１年以上
入居者がいない空き店舗を対象に、そこで開業
する事業者に対して家賃の一部を補助すること
により、企業者への支援及び市内商業の活性化
に寄与することを目的としています。家賃に対
して、開業の翌月から12ヶ月間は１/２（月上
限５万円）、13ヶ月目から24ヶ月目まで１/４
（月上限２万５千円）を補助します。

強みをいかした多様な産業で賑わうまちづくり
空き店舗対策補助事業　３６６万円

問
答

事業内容
これまでの事業効果をどのように評価しているのか。
本事業は平成22年度から実施しており、
合計38件の申請をいただいている中、現
在、19件の事業所が継続して事業を行っ
ている状況であるため、一定の効果があ
るものと認識している。

委員会での質疑

国から譲与される森林環境譲与税を活用して、
間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促
進や普及啓発等の森林整備及びその促進にかか
る事業を行うことが目的です。事業内容は、森
林の調査・巡視・整備・普及啓発、また、林業
用施設維持修繕工事や森林整備助成金の交付な
どです。

森林環境譲与税活用事業　２９１３万円

問

答

事業内容
市民の目に触れる木材の利用について、どの
ように取り組んでいくのか。
本事業の第一の目的は、森林の整備促進であ
り、木材の普及啓発に向けた予算には限りが
あると考えているが、多くの市民の方の目に触れる公共施設等に
ついて、優先順位をつけながら、木質化を推進していけるよう、
関係各課と連携し、検討していきたいと考えている。

委員会での質疑

在宅の重度の心身障がい者に対し、タクシー料
金の一部を助成することにより日常生活の利便
性向上を図るものです。年度毎に、タクシー料
金支払い時に使用できる助成券（500円券66
枚綴り）を配布します。

支えあい、暮らしに寄り添う福祉のまちづくり
福祉タクシー料金助成事業　１３０９万円

問
答

事業内容
増額措置を講じた理由は。
第４期障がい者福祉長期行動計画の策定に向け、
障がい者の方を対象としたアンケートを実施し
たところ、更なる助成を望む意見が多数見受けられており、また、
他市町村においては、利用率が高まっている実績があるため、助
成方法を見直したうえで、増額措置を講じている。

委員会での質疑

生活交通空白地帯の解消と生活交通の確保を行
うことを目的とし、コミュニティバス路線、御
笠地域の自治会バスを運
行するものです。令和6
年度は、AIオンデマンド
バスの導入に関する実証
実験を行うための経費が
含まれています。

安全安心で快適な暮らしを支えるまちづくり
コミュニティバス等運行事業　５６８７万円

事業内容
ＡＩオンデマンドバスの導入に向け、年明けから実証実験を行う
とのことだが、非常にタイトなスケジュールとなるのではないか。
全市民への周知期間を考えるとタイトなスケジュールであると考
えるが、新しい交通手段を待ち望んでいる多くの市民の皆様の期
待に出来るだけ早く応えられるよう、スピード感を持って様々な
協議調整を行うとともに、広報紙、ホームページ、ＳＮＳ等、あ
らゆる媒体を積極的に活用し、周知・広報を行うことで、円滑に
実証実験を行えるよう努めていきたいと考えている。

委員会での質疑
問

答

庁舎施設の維持補修及び更新工事を行うものであり、令和6
年度は、ふれあい広場駐車場緑化整備工事として、①庁舎敷
地内の緑化整備工事②ふれあい広場をまごころ駐車場を含む
約60台が駐車可能な平常時駐車場とする整備工事③庁舎入口

のサイン設置工事、
以上3点に係る経費が
含まれています。

政策実現のための市民目線の行財政運営
庁舎管理事業　１億３９５８万円

事業内容
ふれあい広場の駐車場整備について、ふれあい広
場の用途は、第一義として、災害時の防災広場で
あるとのことだが、災害時に駐車場が満車だった
場合どのように考えているのか。
災害時の防災広場は、基本的には一時的な避難場
所、もしくは備蓄品を置く場所、また、緊急の自
衛隊や消防等の車両の駐車場となると考えてい
る。例えば大規模震災が起こった場合、まずはふ
れあい広場が市の避難所として活用できるのか確
認する必要があるため、その間、駐車場を利用し
ている来庁者の方の一時的な避難所として捉える
ことができると考えている。

委員会での質疑

AIオンデマンドバス

市役所ふれあい広場

※AIオンデマンドバスとは、時刻表や決まった運行経路がない予約型の乗合バスです。
　決められた場所の中から利用者が乗降地を選び予約を行い、AI（人工知能）がその予約に応じて効率的な運行ルートを選択します。

問

答

※ふれあい広場は、災
害時に防災広場とし
て、支援物資の受け入
れや一時避難所として
活用します。
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≪委員間討議≫
　委員間討議では、12人の委員から、4日間の集中審査を通して感じたことなど、様々な意見が出さ
れ、活発な議論が行われました。
　そのうち1点目は、地域公共交通計画における、AIオンデマンドバスの実証実験について、交通手段
に困っている市民の移動手段の確保につながるよう尽力する必要があること。2点目は、文化会館につ
いて、安定的な運営を維持するための最低限の改修を行いながら、未来を見据え、バリアフリー化を
含めた整備計画について検討すること。3点目は、職員の処遇改善について、会計年度任用職員の賞与
が創設されたが、正規職員との差は大きいので、業務へのモチベーションに影響することがないよう、
若い世代の収入を保障できるような体系づくりに努めること。4点目は、コミュニティの充実に向け、
地域の声を聞きながら、コミュニティ運営への支援の強化を図ること。5点目は、こども部の新設によ
り、待機児童の解消など、子育て支援が充実するものと期待されるため、その期待に応えられるよう
注力すること。6点目は、小中学校の教員不足について、県への要望活動や、本市独自の取り組みによ
り、行政としての役割を果たすこと。7点目は、高齢化による医療費増大への対策として、健康づくり
に関する施策の充実化を図ること。以上7点を、令和6年度の予算執行に当たっての重要課題として共
通認識とすることを確認しました。

　ふれあい広場を平常時駐車場とする整備工事に係る経費につい
て、この広場は、災害時の防災広場として、支援物資の受け入れや
一時避難所として活用されること、また、現在、地産地消マルシェ
など、市民が交流する場として、多目的に利用されていることを踏
まえ、今回示された、平常時駐車場として活用する計画案のまま事
業を進めていくことは問題があるものと考えられるため、防災広場
や市民が交流する場としての機能に支障がない計画案が議会に示さ
れるまでの間、予算の凍結を求める意見を付しました。

議
会
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は
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会
に
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け
る
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議

の
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象
で
あ
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件
の
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て
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付
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れ
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付帯決議
令和６年度一般会計予算に付帯決議を付しました。

付帯決議
とは？

西鉄二日市駅からJR二日市駅周辺で、１年以上
入居者がいない空き店舗を対象に、そこで開業
する事業者に対して家賃の一部を補助すること
により、企業者への支援及び市内商業の活性化
に寄与することを目的としています。家賃に対
して、開業の翌月から12ヶ月間は１/２（月上
限５万円）、13ヶ月目から24ヶ月目まで１/４
（月上限２万５千円）を補助します。

強みをいかした多様な産業で賑わうまちづくり
空き店舗対策補助事業　３６６万円

問
答

事業内容
これまでの事業効果をどのように評価しているのか。
本事業は平成22年度から実施しており、
合計38件の申請をいただいている中、現
在、19件の事業所が継続して事業を行っ
ている状況であるため、一定の効果があ
るものと認識している。

委員会での質疑

国から譲与される森林環境譲与税を活用して、
間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促
進や普及啓発等の森林整備及びその促進にかか
る事業を行うことが目的です。事業内容は、森
林の調査・巡視・整備・普及啓発、また、林業
用施設維持修繕工事や森林整備助成金の交付な
どです。

森林環境譲与税活用事業　２９１３万円

問

答

事業内容
市民の目に触れる木材の利用について、どの
ように取り組んでいくのか。
本事業の第一の目的は、森林の整備促進であ
り、木材の普及啓発に向けた予算には限りが
あると考えているが、多くの市民の方の目に触れる公共施設等に
ついて、優先順位をつけながら、木質化を推進していけるよう、
関係各課と連携し、検討していきたいと考えている。

委員会での質疑

在宅の重度の心身障がい者に対し、タクシー料
金の一部を助成することにより日常生活の利便
性向上を図るものです。年度毎に、タクシー料
金支払い時に使用できる助成券（500円券66
枚綴り）を配布します。

支えあい、暮らしに寄り添う福祉のまちづくり
福祉タクシー料金助成事業　１３０９万円

問
答

事業内容
増額措置を講じた理由は。
第４期障がい者福祉長期行動計画の策定に向け、
障がい者の方を対象としたアンケートを実施し
たところ、更なる助成を望む意見が多数見受けられており、また、
他市町村においては、利用率が高まっている実績があるため、助
成方法を見直したうえで、増額措置を講じている。

委員会での質疑

生活交通空白地帯の解消と生活交通の確保を行
うことを目的とし、コミュニティバス路線、御
笠地域の自治会バスを運
行するものです。令和6
年度は、AIオンデマンド
バスの導入に関する実証
実験を行うための経費が
含まれています。

安全安心で快適な暮らしを支えるまちづくり
コミュニティバス等運行事業　５６８７万円

事業内容
ＡＩオンデマンドバスの導入に向け、年明けから実証実験を行う
とのことだが、非常にタイトなスケジュールとなるのではないか。
全市民への周知期間を考えるとタイトなスケジュールであると考
えるが、新しい交通手段を待ち望んでいる多くの市民の皆様の期
待に出来るだけ早く応えられるよう、スピード感を持って様々な
協議調整を行うとともに、広報紙、ホームページ、ＳＮＳ等、あ
らゆる媒体を積極的に活用し、周知・広報を行うことで、円滑に
実証実験を行えるよう努めていきたいと考えている。

委員会での質疑
問

答

庁舎施設の維持補修及び更新工事を行うものであり、令和6
年度は、ふれあい広場駐車場緑化整備工事として、①庁舎敷
地内の緑化整備工事②ふれあい広場をまごころ駐車場を含む
約60台が駐車可能な平常時駐車場とする整備工事③庁舎入口

のサイン設置工事、
以上3点に係る経費が
含まれています。

政策実現のための市民目線の行財政運営
庁舎管理事業　１億３９５８万円

事業内容
ふれあい広場の駐車場整備について、ふれあい広
場の用途は、第一義として、災害時の防災広場で
あるとのことだが、災害時に駐車場が満車だった
場合どのように考えているのか。
災害時の防災広場は、基本的には一時的な避難場
所、もしくは備蓄品を置く場所、また、緊急の自
衛隊や消防等の車両の駐車場となると考えてい
る。例えば大規模震災が起こった場合、まずはふ
れあい広場が市の避難所として活用できるのか確
認する必要があるため、その間、駐車場を利用し
ている来庁者の方の一時的な避難所として捉える
ことができると考えている。

委員会での質疑

AIオンデマンドバス

市役所ふれあい広場

※AIオンデマンドバスとは、時刻表や決まった運行経路がない予約型の乗合バスです。
　決められた場所の中から利用者が乗降地を選び予約を行い、AI（人工知能）がその予約に応じて効率的な運行ルートを選択します。

問

答

※ふれあい広場は、災
害時に防災広場とし
て、支援物資の受け入
れや一時避難所として
活用します。
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文教福祉常任委員会

概
要

概
要

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

二日市小学校

二日市東小学校

令
和
６
年
度
か
ら
３
年
間
の

　
　
　
介
護
保
険
料
が
決
定

65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
と
と

も
に
３
年
に
一
度
改
定
し

て
い
ま
す
。
次
期
３
年
間

の
保
険
料
基
準
額
は
、
要

介
護
認
定
者
と
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
の
増
加
に
伴
い
、

対
前
期
比
約
２.

７
５
％

増
の
月
額
５
，
６
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
蓄
え
て

い
た
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
に
よ
り
、
上
昇
幅
を
抑

え
ま
し
た
。

問

こ
れ
ま
で
基
金
が
約

６.１
億
円
積
み
あ
が
っ
て
お

り
、
今
回
約
3.5
億
円
取
り

崩
す
こ
と
に
な
っ
た
。
後

期
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

も
っ
と
残
し
て
お
く
べ
き

で
は
。

答
　
今
期
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
等
で
積
立
額
が
多
く

な
っ
た
。
な
る
べ
く
保
険

料
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に

使
い
、
残
り
は
後
期
の
た

め
に
残
し
た
い
。

問

保
険
料
を
収
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
の
た
め
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
。

答
　
世
帯
主
が
失
業
し
た

り
災
害
に
あ
っ
た
場
合
の

保
険
料
減
免
と
所
得
要
件

に
よ
る
利
用
者
負
担
額
の

一
部
補
助
制
度
を
設
け
て

い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

二
日
市
小
学
校
・

　
　
二
日
市
東
小
学
校
増
改
築

二
日
市
小
学
校

　
二
日
市
小
学
校
は
、
令

和
12
年
度
に
学
級
数
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
８
学
級
分

の
教
室
が
不
足
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
推
計

ピ
ー
ク
時
に
は
39
学
級
を

受
け
入
れ
る
た
め
、
新
校

舎
に
普
通
学
級
教
室
16
、

特
別
支
援
学
級
８
を
確
保

し
、
多
目
的
室
・
相
談

室
・
少
人
数
教
室
・
教
材

室
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

室
な
ど
の
整
備
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

二
日
市
東
小
学
校

　
二
日
市
東
小
学
校
は
、

令
和
14
年
度
に
学
級
数
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
今
よ
り

も
７
学
級
の
教
室
が
不
足

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
推
計
ピ
ー
ク
時
に
は
、

52
学
級
を
受
け
入
れ
る
た

め
、
普
通
学
級
８
、
特
別

支
援
学
級
８
を
確
保
し
、

多
目
的
室
・
通
級
指
導
教

室
・
児
童
更
衣
室
・
相
談

室
・
教
材
室
の
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

第
４
期
障
が
い
者
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
長
期
行
動
計
画

　
こ
の
計
画
は
、
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和
６

年
度
か
ら
令
和
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年
度
ま

で
を
期
間
と
す
る
、
市
の

障
が
い
者
福
祉
施
策
全
般

の
理
念
や
基
本
的
な
方

針
、
目
標
等
を
定
め
た
も

の
で
、
基
本
理
念
は
「
地

域
と
支
え
合
う
　
共
生
社

会
の
ま
ち
づ
く
り
　
ち
く

し
の
〜
だ
れ
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
〜
」
で
す
。

●
基
本
目
標
　

①
啓
発
・
地
域
福
祉
活
動

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

③
保
健
・
医
療
体
制
の
充

実
④
療
育
・
保
育
・
教
育
の

環
境
づ
く
り

⑤
生
涯
学
習
・
社
会
参
加

の
充
実

⑥
雇
用
・
就
労
の
促
進

⑦
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

●
新
た
な
基
本
施
策

①
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
推

進
②
障
が
い
福
祉
人
材
の
確

保
・
定
着

③
虐
待
防
止
の
推
進

問

事
業
所
と
の
連
携
強

化
の
た
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
に
お
い
て
、
人
材
の

定
着
化
に
つ
な
げ
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
人
材
確

保
の
具
体
案
は
あ
る
か
。

答
　
事
業
者
と
の
連
携
に

よ
る
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア

が
出
れ
ば
、
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

計
画
等
を
進
め
て
い

く
上
で
、
当
事
者
団
体
や

当
事
者
の
方
に
寄
り
添
っ

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
以
前
か
ら
申
し
上
げ
て

い
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
意
見
が
な
か
っ

た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
　
当
事
者
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
方
が
考
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
広
報
等
を
通
じ

て
市
民
の
方
々
に
も
理

解
、
協
力
の
お
願
い
を
広

く
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
二
日
市
小
学
校
・
二
日
市
東
小
学
校
に
お
い
て
は
校
区

内
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住
居
系
建
物
が
多
く
建
設
さ
れ
児
童

全
体
の
数
が
増
加
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
35
人
学
級
へ
の
移
行
の
影
響

と
一
部
老
朽
化
も
進
み
小
学
校
校
舎
の
増
改
築
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総務市民常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
本
件
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
等
を
改
正
す

る
た
め
の
条
例
改
正
に
な

り
ま
す
。

　
筑
紫
野
市
民
お
よ
そ
10

万
人
の
う
ち
国
保
加
入
者

は
２
万
人
弱
で
あ
り
、
市

民
の
８
割
を
占
め
る
社
会

保
険
加
入
者
は
既
に
社
会

保
険
料
を
支
払
い
済
み
で

す
。
社
会
保
険
加
入
者
の

立
場
か
ら
す
る
と
、
国
保

会
計
へ
の
赤
字
補
塡
に
市

税
が
投
入
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
社
会
保
険
料
の

二
重
負
担
と
も
言
え
、
こ

う
し
た
状
況
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
も
、
長
年
に
わ
た

り
赤
字
補
塡
目
的
繰
入
れ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

保
険
税
率
の
改
定
を
実
施

し
た
結
果
、
令
和
４
年
度

決
算
で
、
辛
う
じ
て
黒
字

に
転
じ
、
赤
字
補
塡
目
的

繰
入
れ
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
令
和
５
年
度
保
険
税

率
も
改
定
し
た
結
果
、
令

和
５
年
度
決
算
も
赤
字
補

塡
目
的
繰
入
れ
を
回
避
で

き
る
も
の
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事

業
で
は
、
医
療
費
適
正
化

や
収
納
率
向
上
の
取
組
に

よ
り
、
歳
出
抑
制
、
歳
入

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
被
保
険
者
数

が
減
少
傾
向
、
被
保
険
者

の
高
齢
化
及
び
医
療
技
術

の
高
度
化
に
よ
り
、
一
人

当
た
り
の
医
療
費
が
増
加

し
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
安
定
的

な
運
営
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
筑
紫
野
市
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
等
を
改
定

す
る
も
の
で
す
。

問

改
正
内
容
を
見
る
と
、

所
得
割
は
マ
イ
ナ
ス
、
均

等
割
が
プ
ラ
ス
で
、
低
所

得
者
の
人
た
ち
に
と
っ
て

み
る
と
負
担
が
増
加
し
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
　
国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
に
関
す
る
協
議
会

で
も
、
低
所
得
者
に
寄
り

添
う
姿
勢
は
非
常
に
大
切

だ
と
い
う
意
見
を
頂
戴
し

て
い
る
。
一
方
で
、
お
よ

そ
10
年
後
に
県
下
で
完
全

統
一
さ
れ
る
予
定
の
保
険

税
率
か
ら
か
け
離
れ
て
い

く
と
、
統
一
の
際
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
大
き
く
な
り
、
将

来
に
負
担
が
生
じ
る
恐
れ

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
所
得

が
少
な
い
方
に
対
す
る
救

済
措
置
と
い
う
の
は
、
別

の
算
定
方
式
を
作
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
国
保
事

業
が
県
に
統
一
さ
れ
、
今

後
一
般
会
計
の
赤
字
補
填

を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
国
、
県
の
強
い
方
針

が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
従
っ
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の

　
　
　
待
遇
を
改
善

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

の
た
め
、
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
の
額
を
改
定
す
る

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

問

新
旧
で
階
級
ご
と
の

上
が
り
幅
が
違
う
が
、
団

長
、
副
団
長
、
分
団
長
、

副
分
団
長
と
見
た
場
合
、

特
に
副
分
団
長
に
関
し
て

は
変
更
が
な
く
、
部
長
、

班
長
、
団
員
の
上
が
り
幅

は
大
き
い
と
感
じ
る
、
差

が
あ
る
理
由
は
。

答
　
筑
紫
地
区
で
均
衡
を

図
る
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
額
を
定
め
た
。
副
分
団

長
は
、
筑
紫
地
区
と
比
較

し
て
据
え
置
く
こ
と
が
妥

当
と
判
断
し
た
。

問

消
防
団
員
に
成
り
手

が
な
い
と
い
う
よ
う
な
状

況
を
克
服
す
る
こ
と
に
な

る
か
。

答
　
あ
る
程
度
の
一
助
的

な
も
の
に
は
な
る
だ
ろ
う

と
認
識
し
て
い
る
。
消
防

団
活
動
に
理
解
を
示
し
て

い
た
だ
き
、
活
動
を
担
っ

て
も
ら
え
る
方
を
一
人
で

も
多
く
確
保
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

地
域
の
皆
様
の
御
理
解
、

御
協
力
を
得
な
が
ら
、
引

き
続
き
団
員
の
確
保
、
勧

誘
等
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

概
要

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定

議案

議案議案

報告

報告

令和6年度筑紫野市国民健康保険税率改定

筑紫野市消防団員報酬
新旧対比表

医療給付分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40歳から64歳）

7.32%⇒6.83%
（－0.49）

2.66%⇒2.80%
（＋0.14）

2.44%⇒2.43%
（－0.01）

27,200円⇒
28,100円
（＋900）

10,800円⇒
12,300円
（＋1,500）

16,400円⇒
18,000円
（＋1,600）

25,900円
（据え置き）

9,700円⇒
10,700円
（＋1,000）

なし

所得割
（1人につき）

均等割
（1人につき）

平等割
（1世帯につき）

階級

団長

副団長

分団長

副分団長

部長

班長

団員

272,000円

179,300円

80,400円

66,000円

41,000円

37,000円

36,500円

２７０,０００円

１７８,０００円

７９,０００円

６６,０００円

３４,０００円

３０,０００円

２９,０００円

改正後
（年額）

改正前
（年額）

可
決

可
決

可
決

答答

問

問

答答 問問

答 問

答

答 問

問
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文教福祉常任委員会

概
要

概
要

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

二日市小学校

二日市東小学校

令
和
６
年
度
か
ら
３
年
間
の

　
　
　
介
護
保
険
料
が
決
定

65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
と
と

も
に
３
年
に
一
度
改
定
し

て
い
ま
す
。
次
期
３
年
間

の
保
険
料
基
準
額
は
、
要

介
護
認
定
者
と
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
の
増
加
に
伴
い
、

対
前
期
比
約
２.

７
５
％

増
の
月
額
５
，
６
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
蓄
え
て

い
た
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
に
よ
り
、
上
昇
幅
を
抑

え
ま
し
た
。

問

こ
れ
ま
で
基
金
が
約

６.１
億
円
積
み
あ
が
っ
て
お

り
、
今
回
約
3.5
億
円
取
り

崩
す
こ
と
に
な
っ
た
。
後

期
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

も
っ
と
残
し
て
お
く
べ
き

で
は
。

答
　
今
期
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
等
で
積
立
額
が
多
く

な
っ
た
。
な
る
べ
く
保
険

料
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に

使
い
、
残
り
は
後
期
の
た

め
に
残
し
た
い
。

問

保
険
料
を
収
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
の
た
め
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
。

答
　
世
帯
主
が
失
業
し
た

り
災
害
に
あ
っ
た
場
合
の

保
険
料
減
免
と
所
得
要
件

に
よ
る
利
用
者
負
担
額
の

一
部
補
助
制
度
を
設
け
て

い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

二
日
市
小
学
校
・

　
　
二
日
市
東
小
学
校
増
改
築

二
日
市
小
学
校

　
二
日
市
小
学
校
は
、
令

和
12
年
度
に
学
級
数
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
８
学
級
分

の
教
室
が
不
足
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
推
計

ピ
ー
ク
時
に
は
39
学
級
を

受
け
入
れ
る
た
め
、
新
校

舎
に
普
通
学
級
教
室
16
、

特
別
支
援
学
級
８
を
確
保

し
、
多
目
的
室
・
相
談

室
・
少
人
数
教
室
・
教
材

室
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

室
な
ど
の
整
備
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

二
日
市
東
小
学
校

　
二
日
市
東
小
学
校
は
、

令
和
14
年
度
に
学
級
数
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
今
よ
り

も
７
学
級
の
教
室
が
不
足

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
推
計
ピ
ー
ク
時
に
は
、

52
学
級
を
受
け
入
れ
る
た

め
、
普
通
学
級
８
、
特
別

支
援
学
級
８
を
確
保
し
、

多
目
的
室
・
通
級
指
導
教

室
・
児
童
更
衣
室
・
相
談

室
・
教
材
室
の
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

第
４
期
障
が
い
者
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
長
期
行
動
計
画

　
こ
の
計
画
は
、
令
和
６

年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま

で
を
期
間
と
す
る
、
市
の

障
が
い
者
福
祉
施
策
全
般

の
理
念
や
基
本
的
な
方

針
、
目
標
等
を
定
め
た
も

の
で
、
基
本
理
念
は
「
地

域
と
支
え
合
う
　
共
生
社

会
の
ま
ち
づ
く
り
　
ち
く

し
の
〜
だ
れ
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
〜
」
で
す
。

●
基
本
目
標
　

①
啓
発
・
地
域
福
祉
活
動

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

③
保
健
・
医
療
体
制
の
充

実
④
療
育
・
保
育
・
教
育
の

環
境
づ
く
り

⑤
生
涯
学
習
・
社
会
参
加

の
充
実

⑥
雇
用
・
就
労
の
促
進

⑦
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

●
新
た
な
基
本
施
策

①
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
推

進
②
障
が
い
福
祉
人
材
の
確

保
・
定
着

③
虐
待
防
止
の
推
進

問

事
業
所
と
の
連
携
強

化
の
た
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
に
お
い
て
、
人
材
の

定
着
化
に
つ
な
げ
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
人
材
確

保
の
具
体
案
は
あ
る
か
。

答
　
事
業
者
と
の
連
携
に

よ
る
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア

が
出
れ
ば
、
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

計
画
等
を
進
め
て
い

く
上
で
、
当
事
者
団
体
や

当
事
者
の
方
に
寄
り
添
っ

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
以
前
か
ら
申
し
上
げ
て

い
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
意
見
が
な
か
っ

た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
　
当
事
者
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
方
が
考
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
広
報
等
を
通
じ

て
市
民
の
方
々
に
も
理

解
、
協
力
の
お
願
い
を
広

く
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
二
日
市
小
学
校
・
二
日
市
東
小
学
校
に
お
い
て
は
校
区

内
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住
居
系
建
物
が
多
く
建
設
さ
れ
児
童

全
体
の
数
が
増
加
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
35
人
学
級
へ
の
移
行
の
影
響

と
一
部
老
朽
化
も
進
み
小
学
校
校
舎
の
増
改
築
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総務市民常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
本
件
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
等
を
改
正
す

る
た
め
の
条
例
改
正
に
な

り
ま
す
。

　
筑
紫
野
市
民
お
よ
そ
10

万
人
の
う
ち
国
保
加
入
者

は
２
万
人
弱
で
あ
り
、
市

民
の
８
割
を
占
め
る
社
会

保
険
加
入
者
は
既
に
社
会

保
険
料
を
支
払
い
済
み
で

す
。
社
会
保
険
加
入
者
の

立
場
か
ら
す
る
と
、
国
保

会
計
へ
の
赤
字
補
塡
に
市

税
が
投
入
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
社
会
保
険
料
の

二
重
負
担
と
も
言
え
、
こ

う
し
た
状
況
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
も
、
長
年
に
わ
た

り
赤
字
補
塡
目
的
繰
入
れ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

保
険
税
率
の
改
定
を
実
施

し
た
結
果
、
令
和
４
年
度

決
算
で
、
辛
う
じ
て
黒
字

に
転
じ
、
赤
字
補
塡
目
的

繰
入
れ
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
令
和
５
年
度
保
険
税

率
も
改
定
し
た
結
果
、
令

和
５
年
度
決
算
も
赤
字
補

塡
目
的
繰
入
れ
を
回
避
で

き
る
も
の
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事

業
で
は
、
医
療
費
適
正
化

や
収
納
率
向
上
の
取
組
に

よ
り
、
歳
出
抑
制
、
歳
入

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
被
保
険
者
数

が
減
少
傾
向
、
被
保
険
者

の
高
齢
化
及
び
医
療
技
術

の
高
度
化
に
よ
り
、
一
人

当
た
り
の
医
療
費
が
増
加

し
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
安
定
的

な
運
営
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
筑
紫
野
市
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
等
を
改
定

す
る
も
の
で
す
。

問

改
正
内
容
を
見
る
と
、

所
得
割
は
マ
イ
ナ
ス
、
均

等
割
が
プ
ラ
ス
で
、
低
所

得
者
の
人
た
ち
に
と
っ
て

み
る
と
負
担
が
増
加
し
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
　
国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
に
関
す
る
協
議
会

で
も
、
低
所
得
者
に
寄
り

添
う
姿
勢
は
非
常
に
大
切

だ
と
い
う
意
見
を
頂
戴
し

て
い
る
。
一
方
で
、
お
よ

そ
10
年
後
に
県
下
で
完
全

統
一
さ
れ
る
予
定
の
保
険

税
率
か
ら
か
け
離
れ
て
い

く
と
、
統
一
の
際
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
大
き
く
な
り
、
将

来
に
負
担
が
生
じ
る
恐
れ

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
所
得

が
少
な
い
方
に
対
す
る
救

済
措
置
と
い
う
の
は
、
別

の
算
定
方
式
を
作
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
国
保
事

業
が
県
に
統
一
さ
れ
、
今

後
一
般
会
計
の
赤
字
補
填

を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
国
、
県
の
強
い
方
針

が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
従
っ
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の

　
　
　
待
遇
を
改
善

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

の
た
め
、
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
の
額
を
改
定
す
る

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

問

新
旧
で
階
級
ご
と
の

上
が
り
幅
が
違
う
が
、
団

長
、
副
団
長
、
分
団
長
、

副
分
団
長
と
見
た
場
合
、

特
に
副
分
団
長
に
関
し
て

は
変
更
が
な
く
、
部
長
、

班
長
、
団
員
の
上
が
り
幅

は
大
き
い
と
感
じ
る
、
差

が
あ
る
理
由
は
。

答
　
筑
紫
地
区
で
均
衡
を

図
る
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
額
を
定
め
た
。
副
分
団

長
は
、
筑
紫
地
区
と
比
較

し
て
据
え
置
く
こ
と
が
妥

当
と
判
断
し
た
。

問

消
防
団
員
に
成
り
手

が
な
い
と
い
う
よ
う
な
状

況
を
克
服
す
る
こ
と
に
な

る
か
。

答
　
あ
る
程
度
の
一
助
的

な
も
の
に
は
な
る
だ
ろ
う

と
認
識
し
て
い
る
。
消
防

団
活
動
に
理
解
を
示
し
て

い
た
だ
き
、
活
動
を
担
っ

て
も
ら
え
る
方
を
一
人
で

も
多
く
確
保
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

地
域
の
皆
様
の
御
理
解
、

御
協
力
を
得
な
が
ら
、
引

き
続
き
団
員
の
確
保
、
勧

誘
等
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

概
要

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定

議案

議案議案

報告

報告

令和6年度筑紫野市国民健康保険税率改定

筑紫野市消防団員報酬
新旧対比表

医療給付分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40歳から64歳）

7.32%⇒6.83%
（－0.49）

2.66%⇒2.80%
（＋0.14）

2.44%⇒2.43%
（－0.01）

27,200円⇒
28,100円
（＋900）

10,800円⇒
12,300円
（＋1,500）

16,400円⇒
18,000円
（＋1,600）

25,900円
（据え置き）

9,700円⇒
10,700円
（＋1,000）

なし

所得割
（1人につき）

均等割
（1人につき）

平等割
（1世帯につき）

階級

団長

副団長

分団長

副分団長

部長

班長

団員

272,000円

179,300円

80,400円

66,000円

41,000円

37,000円

36,500円

２７０,０００円

１７８,０００円

７９,０００円

６６,０００円

３４,０００円

３０,０００円

２９,０００円

改正後
（年額）

改正前
（年額）

可
決

可
決

可
決

答答

問

問

答答 問問

答 問

答

答 問

問
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建設環境常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
①
の
二
期
処
分
場
建
屋

内
を
確
認
後
、
場
外
に
出

て
②
の
一
期
処
分
場
、
③

④
⑤
の
二
期
拡
張
部
、
水

処
理
施
設
を
確
認
。
そ
の

後
、
車
で
移
動
し
、
⑥
⑦

の
一
期
処
分
場
浸
透
水
を

確
認
。

　
二
期
の
受
託
廃
棄
物
の

処
理
状
況
は
、
県
が
受
託

廃
棄
物
の
早
期
処
理
を
継

続
的
に
指
導
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
元
年
は
１
０
０
ト
ン

程
度
で
あ
っ
た
搬
出
量
が
、

令
和
３
年
は
１
，
２
２
０

ト
ン
、
令
和
４
年
は

１
，
３
０
０
ト
ン
と
増
加

し
て
お
り
、
現
在
も
継
続

的
に
搬
出
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
事
業
者
は
県
の

指
導
に
従
っ
て
廃
棄
物
の

搬
出
に
係
る
手
続
き
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
は
定
期
的
に
立
ち
入

り
検
査
を
行
っ
て
お
り
、

毎
月
、
処
分
場
内
の
浸
透

水
等
、
周
辺
の
河
川
及
び

地
下
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
が
、
生
活

環
境
保
全
上
、
特
に
問
題

は
な
い
と
の
立
場
だ
っ
た

が
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

水
処
理
施
設
の
稼
働
を
停

止
し
て
い
る
が
、
毎
月
の

水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
結
果
、
基
準
超
過
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

視
察
ル
ー
ト

現
状

今
後
の
対
応

問

受
託
廃
棄
物
の
搬
出

完
了
時
期
は
。

　
　廃
塗
料
の
処
分
方
法

を
検
討
し
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
回
答
は
困
難
で

あ
る
。

　
県
は
公
害
等
調
整
委
員

会
の
裁
定
の
結
果
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
水
に
問
題
は
な
い

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
同
委
員

会
か
ら
の
裁
定
の
付
言
で

は
「
現
時
点
で
は
、
山
神

水
道
企
業
団
の
原
水
や
浄

水
の
安
全
性
に
影
響
が
及

ん
で
い
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
も
の
の
、
自
然
的
・

時
間
的
要
因
な
ど
様
々
な

要
因
に
よ
り
、
将
来
的
に

一
定
の
問
題
が
生
じ
る
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
県
に
お
い
て
、
現
在
行

な
っ
て
い
る
旧
処
分
場
に

係
る
分
析
検
査
等
の
定
期

的
な
水
質
検
査
や
立
入
検

査
等
を
今
後
も
継
続
な
い

し
拡
充
す
る
な
ど
し
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
異
常
・
異

変
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に

は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
日
常
生
活
に
不
安

を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
対
処
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。」
と
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
将

来
的
な
影
響
は
排
除
で
き

な
い
た
め
、
引
き
続
き
水

質
・
ガ
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
の
結
果
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
改
善
命
令

の
履
行
が
さ
れ
る
よ
う
、

今
後
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
き
た
い
。

ま
と
め

二期拡張部の全景

視察ルート

条例の内容についてはこちらから

廃塗料が入ったコンテナ

筑紫地区各市議会議長から県教育長へ意見書を提出

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

2024（令和6）年度

９1,7００人

８,319,０００㎥

101,1００人

８,781,4００㎥

2023（令和5）年度

９０,２００人

８,２０９,０００㎥

９９,５００人

８,６６６,２００㎥

令
和
６
年
度

上
下
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
６
年
度
水
道
事
業

の
収
入
予
定
額
は
21
億
32

万
円
、
支
出
予
定
額
は
19

億
４
３
２
１
万
円
で
、
収

支
は
約
１
億
５
３
０
０
万

円
（
税
込
）
の
黒
字
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
下
水
道
事

業
の
収
入
予
定
額
は
、
23

億
３
１
３
５
万
円
、
支
出

予
定
額
は
21
億
２
７
８
１

万
円
で
、
収
支
は
約
２
億

３
５
４
万
円
（
税
込
）
の

黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問

水
道
利
用
加
入
金
の

計
上
の
仕
方
は
ど
う
い
う

考
え
に
基
づ
い
て
い
る
の

か
。

答
　
前
年
度
比
で
同
程
度

の
戸
数
が
建
つ
と
い
う
予

測
で
、
大
体
年
間
に
３
５

０
程
度
の
専
用
住
宅
、
約

50
件
程
度
の
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
っ
て
い
る
よ
う
な
状

況
で
、
約
１
億
10
万
円
と

し
て
い
る
。

問

地
震
で
か
な
り
の
水

道
管
や
上
下
水
道
管
が
破

損
し
て
使
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
て
予
算
を
組
ん
で
い

る
の
か
。

答
　
費
用
対
効
果
を
考
え

な
が
ら
耐
震
化
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

概
要

概
要

山
神
ダ
ム
上
流
域
　
旧
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
現
状

　
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
・
ガ
ザ
地
区
を
実
効
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
に
よ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
と
人
質
連
行
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
地
区
に
対
す
る
大

規
模
攻
撃
を
開
始
し
１
０
０
日
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
ガ
ザ
地
区
の
人
道
状
況
は
、

ユ
ニ
セ
フ
広
報
官
が
『
子
ど
も
た
ち
の
墓
場
と
化
し
、
人
々
の
生
き
地
獄
と
な
っ
て

い
る
』
と
発
言
す
る
な
ど
、
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
攻
撃
も
、
国
際
法
、
国
際
人
道
法
に
反
し
て
お
り
、
国
連
人
権
高
等
弁

務
官
が
、
双
方
に
よ
っ
て
戦
争
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
、
各
国
に

対
し
、
即
時
停
戦
に
向
け
た
努
力
が
必
要
だ
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
は
じ
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
国
籍
や
民
族
、
文
化
の
違
い
を
豊
か
さ
と
し
て
生
か
し
、
全
て
の

人
が
互
い
に
認
め
合
う
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
危
機
的
な
状
況
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
即
時
停
戦
の
た
め
の
交
渉

及
び
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
人
道
支
援
に
向
け
、
円
滑
な
外
交
努
力
を
し
、
即
時
停
戦

と
人
道
支
援
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

　
　
即
時
停
戦
を
強
く
求
め
る
意
見
書

概
要

　
文
部
科
学
省
は
、
全
国
の
公
立
学
校
の
「
教

師
不
足
」
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
を
令
和
３

年
１
月
に
公
表
し
ま
し
た
。
福
岡
県
で
は
令
和

３
年
５
月
１
日
時
点
で
１
３
２
人
の
教
員
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
深
刻
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
教
員
不
足
の
最
大
の
原
因
は
、
勤
務
時
間
が

１
日
平
均
約
12
時
間
と
い
う
長
時
間
労
働
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職

者
が
増
え
、
中
途
退
職
す
る
教
員
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　
課
題
解
決
に
は
、
教
員
の
負
担
軽
減
し
か
な

い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
福
岡
県
に
対
し
、
筑

紫
地
区
の
各
市
議
会
合
同
で
「
教
員
不
足
解
消

の
た
め
定
数
増
な
ど
抜
本
的
な
対
策
を
強
く
求

め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

教
員
不
足
解
消
の
た
め
定
数
増
な
ど

　
　
抜
本
的
な
改
善
を
求
め
る
意
見
書

２件の意見書を可決しました

市議会ハラスメント防止条例を制定しました!!
　あらゆるハラスメントは他者に対して行われる極めて卑劣な行為であり、人権侵害でもあり
ます。また、個人の尊厳を著しく傷つけ、万が一、議員によるハラスメントが発生した場合、
議会活動に支障をきたし議会の社会的信用及び信頼を失うことにつながります。
　市議会では、議員及び議会としての役割を十分に発揮するため、ハラスメントの防止に努め
るよう、この条例を議員発議により制定しました。

対象となるハラスメント行為は…
♦議会内での議員同士のハラスメント
♦議員の地位を利用した市職員に対するハラスメント

ハラスメントを防止するために…
♦議員の規範を遵守します
♦ハラスメントに関する研修を実施します

ハラスメント行為が起きたら…
♦ハラスメント行為をした議員に対して、
 　指導、助言、注意を行い、氏名などを公表します

議案

視察

可
決

問答

答

答 問

問
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建設環境常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
①
の
二
期
処
分
場
建
屋

内
を
確
認
後
、
場
外
に
出

て
②
の
一
期
処
分
場
、
③

④
⑤
の
二
期
拡
張
部
、
水

処
理
施
設
を
確
認
。
そ
の

後
、
車
で
移
動
し
、
⑥
⑦

の
一
期
処
分
場
浸
透
水
を

確
認
。

　
二
期
の
受
託
廃
棄
物
の

処
理
状
況
は
、
県
が
受
託

廃
棄
物
の
早
期
処
理
を
継

続
的
に
指
導
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
元
年
は
１
０
０
ト
ン

程
度
で
あ
っ
た
搬
出
量
が
、

令
和
３
年
は
１
，
２
２
０

ト
ン
、
令
和
４
年
は

１
，
３
０
０
ト
ン
と
増
加

し
て
お
り
、
現
在
も
継
続

的
に
搬
出
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
事
業
者
は
県
の

指
導
に
従
っ
て
廃
棄
物
の

搬
出
に
係
る
手
続
き
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
は
定
期
的
に
立
ち
入

り
検
査
を
行
っ
て
お
り
、

毎
月
、
処
分
場
内
の
浸
透

水
等
、
周
辺
の
河
川
及
び

地
下
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
が
、
生
活

環
境
保
全
上
、
特
に
問
題

は
な
い
と
の
立
場
だ
っ
た

が
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

水
処
理
施
設
の
稼
働
を
停

止
し
て
い
る
が
、
毎
月
の

水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
結
果
、
基
準
超
過
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

視
察
ル
ー
ト

現
状

今
後
の
対
応

問

受
託
廃
棄
物
の
搬
出

完
了
時
期
は
。

　
　廃
塗
料
の
処
分
方
法

を
検
討
し
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
回
答
は
困
難
で

あ
る
。

　
県
は
公
害
等
調
整
委
員

会
の
裁
定
の
結
果
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
水
に
問
題
は
な
い

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
同
委
員

会
か
ら
の
裁
定
の
付
言
で

は
「
現
時
点
で
は
、
山
神

水
道
企
業
団
の
原
水
や
浄

水
の
安
全
性
に
影
響
が
及

ん
で
い
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
も
の
の
、
自
然
的
・

時
間
的
要
因
な
ど
様
々
な

要
因
に
よ
り
、
将
来
的
に

一
定
の
問
題
が
生
じ
る
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
県
に
お
い
て
、
現
在
行

な
っ
て
い
る
旧
処
分
場
に

係
る
分
析
検
査
等
の
定
期

的
な
水
質
検
査
や
立
入
検

査
等
を
今
後
も
継
続
な
い

し
拡
充
す
る
な
ど
し
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
異
常
・
異

変
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に

は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
日
常
生
活
に
不
安

を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
対
処
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。」
と
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
将

来
的
な
影
響
は
排
除
で
き

な
い
た
め
、
引
き
続
き
水

質
・
ガ
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
の
結
果
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
改
善
命
令

の
履
行
が
さ
れ
る
よ
う
、

今
後
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
き
た
い
。

ま
と
め

二期拡張部の全景

視察ルート

条例の内容についてはこちらから

廃塗料が入ったコンテナ

筑紫地区各市議会議長から県教育長へ意見書を提出

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

2024（令和6）年度

９1,7００人

８,319,０００㎥

101,1００人

８,781,4００㎥

2023（令和5）年度

９０,２００人

８,２０９,０００㎥

９９,５００人

８,６６６,２００㎥

令
和
６
年
度

上
下
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
６
年
度
水
道
事
業

の
収
入
予
定
額
は
21
億
32

万
円
、
支
出
予
定
額
は
19

億
４
３
２
１
万
円
で
、
収

支
は
約
１
億
５
３
０
０
万

円
（
税
込
）
の
黒
字
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
下
水
道
事

業
の
収
入
予
定
額
は
、
23

億
３
１
３
５
万
円
、
支
出

予
定
額
は
21
億
２
７
８
１

万
円
で
、
収
支
は
約
２
億

３
５
４
万
円
（
税
込
）
の

黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問

水
道
利
用
加
入
金
の

計
上
の
仕
方
は
ど
う
い
う

考
え
に
基
づ
い
て
い
る
の

か
。

答
　
前
年
度
比
で
同
程
度

の
戸
数
が
建
つ
と
い
う
予

測
で
、
大
体
年
間
に
３
５

０
程
度
の
専
用
住
宅
、
約

50
件
程
度
の
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
っ
て
い
る
よ
う
な
状

況
で
、
約
１
億
10
万
円
と

し
て
い
る
。

問

地
震
で
か
な
り
の
水

道
管
や
上
下
水
道
管
が
破

損
し
て
使
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
て
予
算
を
組
ん
で
い

る
の
か
。

答
　
費
用
対
効
果
を
考
え

な
が
ら
耐
震
化
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

概
要

概
要

山
神
ダ
ム
上
流
域
　
旧
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
現
状

　
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
・
ガ
ザ
地
区
を
実
効
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
に
よ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
と
人
質
連
行
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
地
区
に
対
す
る
大

規
模
攻
撃
を
開
始
し
１
０
０
日
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
ガ
ザ
地
区
の
人
道
状
況
は
、

ユ
ニ
セ
フ
広
報
官
が
『
子
ど
も
た
ち
の
墓
場
と
化
し
、
人
々
の
生
き
地
獄
と
な
っ
て

い
る
』
と
発
言
す
る
な
ど
、
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
攻
撃
も
、
国
際
法
、
国
際
人
道
法
に
反
し
て
お
り
、
国
連
人
権
高
等
弁

務
官
が
、
双
方
に
よ
っ
て
戦
争
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
、
各
国
に

対
し
、
即
時
停
戦
に
向
け
た
努
力
が
必
要
だ
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
は
じ
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
国
籍
や
民
族
、
文
化
の
違
い
を
豊
か
さ
と
し
て
生
か
し
、
全
て
の

人
が
互
い
に
認
め
合
う
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
危
機
的
な
状
況
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
即
時
停
戦
の
た
め
の
交
渉

及
び
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
人
道
支
援
に
向
け
、
円
滑
な
外
交
努
力
を
し
、
即
時
停
戦

と
人
道
支
援
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

　
　
即
時
停
戦
を
強
く
求
め
る
意
見
書

概
要

　
文
部
科
学
省
は
、
全
国
の
公
立
学
校
の
「
教

師
不
足
」
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
を
令
和
３

年
１
月
に
公
表
し
ま
し
た
。
福
岡
県
で
は
令
和

３
年
５
月
１
日
時
点
で
１
３
２
人
の
教
員
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
深
刻
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
教
員
不
足
の
最
大
の
原
因
は
、
勤
務
時
間
が

１
日
平
均
約
12
時
間
と
い
う
長
時
間
労
働
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職

者
が
増
え
、
中
途
退
職
す
る
教
員
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　
課
題
解
決
に
は
、
教
員
の
負
担
軽
減
し
か
な

い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
福
岡
県
に
対
し
、
筑

紫
地
区
の
各
市
議
会
合
同
で
「
教
員
不
足
解
消

の
た
め
定
数
増
な
ど
抜
本
的
な
対
策
を
強
く
求

め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

教
員
不
足
解
消
の
た
め
定
数
増
な
ど

　
　
抜
本
的
な
改
善
を
求
め
る
意
見
書

２件の意見書を可決しました

市議会ハラスメント防止条例を制定しました!!
　あらゆるハラスメントは他者に対して行われる極めて卑劣な行為であり、人権侵害でもあり
ます。また、個人の尊厳を著しく傷つけ、万が一、議員によるハラスメントが発生した場合、
議会活動に支障をきたし議会の社会的信用及び信頼を失うことにつながります。
　市議会では、議員及び議会としての役割を十分に発揮するため、ハラスメントの防止に努め
るよう、この条例を議員発議により制定しました。

対象となるハラスメント行為は…
♦議会内での議員同士のハラスメント
♦議員の地位を利用した市職員に対するハラスメント

ハラスメントを防止するために…
♦議員の規範を遵守します
♦ハラスメントに関する研修を実施します

ハラスメント行為が起きたら…
♦ハラスメント行為をした議員に対して、
 　指導、助言、注意を行い、氏名などを公表します

議案

視察

可
決

問答

答

答 問

問
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人
口
減
少
は
、
社

会
崩
壊
に
繫
が
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
地

方
公
務
員
は
２
０
４
５
年

に
20
％
不
足
、
農
業
従
事

者
は
80
％
減
と
予
測
さ
れ
、

こ
の
問
題
に
本
格
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
具

体
的
な
方
針
と
具
体
策
の

考
え
は
。国

や
県
、
民
間
セ

ク
タ
ー
と
も
連
携
し
、
役

割
分
担
を
図
り
、
子
育
て

支
援
や
教
育
の
充
実
、
産

業
振
興
と
雇
用
の
創
出
、

市
街
地
の
形
成
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
な
ど
、

自
然
増
と
社
会
増
の
両
面

か
ら
の
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
、
第
七
次
総
合

計
画
の
推
進
が
肝
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

新
た
に
認
可
保
育

所
（
定
員
１
５
０
人
）
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
で
、
待

機
児
童
及
び
隠
れ
待
機
児

童
を
解
消
で
き
る
の
か
。

入
所
保
留
と
さ
れ

た
方
々
も
含
め
た
状
況
を

踏
ま
え
、
解
消
に
向
け
た

施
設
整
備
を
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。

保
育
士
不
足
は
解

消
さ
れ
た
か
。
保
育
士
の

処
遇
改
善
の
取
組
が
必
要

で
は
。

保
育
士
不
足
は
、

引
き
続
き
の
課
題
と
認
識

し
、
人
材
確
保
の
た
め
従

来
の
処
遇
改
善
策
を
継
続

し
な
が
ら
、
養
成
校
の
訪

問
や
説
明
会
の
実
施
等
、

積
極
的
な
働
き
か
け
を
進

め
て
い
く
。

保
育
所
の
一
時
預

か
り
・
病
児
保
育
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
な

ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
定
員
及
び

施
設
等
を
拡
充
す
べ
き
で

は
。

施
設
の
現
状
、
ニ

ー
ズ
及
び
人
材
の
確
保
等

を
踏
ま
え
、
各
施
設
と
連

携
し
な
が
ら
、
実
現
可
能

な
方
策
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

医
療
費
の
自
己
負

担
軽
減
を
18
歳
ま
で
に
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
第
２

子
以
降
の
保
育
料
や
学
校

給
食
費
の
無
償
化
な
ど
独

自
支
援
策
を
検
討
で
き
な

い
か
。

子
ど
も
医
療
費
は
、

令
和
６
年
10
月
か
ら
中
学

生
ま
で
を
対
象
に
更
な
る

負
担
軽
減
策
を
講
じ
て
い

く
。
独
自
支
援
策
は
、

国
・
県
に
お
け
る
子
育
て

支
援
策
の
内
容
や
他
自
治

体
の
状
況
を
注
視
し
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い

く
。

児
童
館
・
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

併
せ
持
っ
て
お
り
、
中
・

高
校
生
世
代
へ
拡
充
し
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
一
時
預
か
り
や
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

な
ど
の
施
設
と
し
て
も
整

備
す
る
こ
と
で
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
見
解
は
。

こ
ど
も
大
綱
に
基

づ
く
居
場
所
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
必
要
な
施
設
や
仕

組
み
、
体
制
に
つ
い
て
、

こ
ど
も
館
等
の
設
置
も
含

め
て
検
討
を
深
め
て
い
く
。

開
催
し
て
い
る
会

場
も
様
々
で
あ
る
が
、
各

小
学
校
単
位
で
の
運
営
支

援
ま
で
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

ま
ず
は
、
居
場
所

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
既
存

の
団
体
の
繋
が
り
づ
く
り

や
、
実
態
の
把
握
に
努
め

て
い
く
。

過
大
規
模
校
の
解

消
は
、
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
生
じ
る
課
題
と
今
後

の
対
応
方
針
は
。
ま
た
、

校
舎
の
増
築
及
び
移
転
新

築
、
通
学
区
域
変
更
の
考

え
は
。

安
全
性
及
び
快

適
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
、

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推

計
を
念
頭
に
置
い
た
校
舎

等
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
増
築
等
、
通
学

区
域
の
変
更
は
、
学
校
の

実
状
に
応
じ
検
討
し
て
い

く
。

新
た
に
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
を
策
定
す
る
予

定
だ
が
、
審
議
会
の
意
見

を
踏
ま
え
て
、
総
合
体
育

館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
市
営

プ
ー
ル
な
ど
の
整
備
方
針

を
固
め
る
と
い
う
こ
と
な

の
か
。

策
定
中
の
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
の
基
礎
調

査
と
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
や
有

識
者
、
関
係
団
体
で
構
成

す
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
で
の
議
論
も
踏
ま
え
、

計
画
の
中
で
整
備
の
方
向

性
を
示
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

市
の
構
成
文
化
財

に
関
し
、
活
用
の
取
組
は
。

令
和
６
年
度
は
、

阿
志
岐
山
城
跡
の
保
存
活

用
の
計
画
を
策
定
す
る
。

今
後
も
、
関
係
機
関
等
と

も
更
な
る
連
携
を
図
り
、

引
き
続
き
情
報
発
信
や
活

用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
う
考

え
は
。

第
三
次
環
境
基
本

計
画
の
見
直
し
で
有
効
な

取
組
の
検
討
を
行
い
、
状

況
等
を
見
な
が
ら
判
断
し

て
い
く
。老

朽
管
更
新
基
本

計
画
を
踏
ま
え
た
配
水
管

の
敷
設
替
え
を
実
施
し
て

い
る
が
、
令
和
４
年
度
末

で
約
18
％
と
低
い
状
況
で

あ
る
。
震
度
６
強
が
発
生

し
た
場
合
、
送
水
に
問
題

は
な
い
の
か
。
ま
た
、
耐

震
化
工
事
の
取
組
を
加

速
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

平
成
20
年
度
か
ら

新
設
工
事
や
老
朽
管
更
新

工
事
で
、
震
度
６
強
に
対

応
し
た
管
を
敷
設
す
る
こ

と
で
耐
震
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
経
営
状

況
を
鑑
み
な
が
ら
、
広
範

囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
等
優

先
度
の
高
い
老
朽
管
か
ら

更
新
し
、
耐
震
化
を
推
進

し
て
い
く
。

企
業
誘
致
は
、
雇

用
機
会
の
拡
大
、
恒
常
的

な
税
収
の
確
保
、
産
業
振

興
人
口
動
態
な
ど
に
好
影

響
を
与
え
る
。
企
業
誘
致

に
関
し
、
具
体
的
な
取
組

の
考
え
は
。
ま
た
、
新
た

な
部
署
を
設
け
る
な
ど
組

織
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

は
。

土
地
利
用
や
開
発

の
相
談
に
応
じ
な
が
ら
、

民
間
活
力
を
活
か
し
た
取

組
を
進
め
、
雇
用
の
拡
大

や
地
域
経
済
の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
現
時
点

で
は
、
民
間
活
力
を
活
か

し
た
企
業
立
地
を
進
め
て

い
る
の
で
、
都
市
計
画
課

を
所
管
と
し
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
誘

客
の
た
め
の
施
策
と
、
外

国
人
観
光
客
を
誘
客
す
る

こ
と
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

本
市
へ
の
観
光
入

込
客
数
を
増
や
す
た
め
の

重
要
な
取
組
と
考
え
て
お

り
、
現
在
進
め
て
い
る
観

光
ル
ー
ト
整
備
事
業
に
お

い
て
設
置
す
る
観
光
情
報

板
に
多
言
語
化
を
目
的
と

し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
魅
力

的
な
観
光
情
報
を
提
供
し
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
な
が
ら
、
新
鮮

か
つ
効
果
的
な
観
光
情
報

を
発
信
し
て
誘
客
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

こ
の
対
策
は
、
農

林
事
業
者
及
び
地
域
住
民

に
と
っ
て
深
刻
な
課
題
。

新
し
い
手
法
や
、
広
域
連

携
も
含
め
た
対
策
の
考
え

は
な
い
か
。

県
や
近
隣
自
治
体
、

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
な
ど
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と

共
に
、
同
協
議
会
の
支
援

の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

新
年
度
か
ら
個
人

に
課
税
さ
れ
る
が
、
事
業

の
見
え
る
化
が
必
要
で
は
。

市
産
材
を
活
用
し

た
公
共
施
設
で
の
木
材
の

利
用
促
進
な
ど
に
向
け
た

取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

半
農
半
Ｘ
（
エ
ッ

ク
ス
）
、
多
業
農
家
の
生

活
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
移
住
を
促
す
観
点
か

ら
も
、
こ
の
よ
う
な
形
態

の
農
業
者
へ
支
援
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

今
後
の
担
い
手
の

減
少
対
策
と
し
て
、
人
材

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
国
、
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

目
標
年
次
で
あ
る

２
０
２
５
年
が
迫
っ
て
き

た
が
、
進
捗
状
況
と
課
題

は
。

地
域
の
実
情
に
応

じ
た
見
守
り
と
情
報
共
有

の
場
の
構
築
が
進
ん
で
い

る
。
課
題
は
、
生
活
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
に
お
け

る
担
い
手
の
育
成
で
あ
る

と
捉
え
て
お
り
、
人
材
の

掘
り
起
こ
し
や
支
援
策
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

高
齢
者
の
方
か

ら
は
「
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
」
、
子
育
て
世
代

か
ら
は
子
ど
も
に
対
す

る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
」
の
助
成
を

待
ち
望
む
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
予

防
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
有
効
で
あ
り
、
事
前
に

予
防
す
る
こ
と
で
医
療
費

の
削
減
に
も
繋
が
る
こ
と

か
ら
、
新
た
に
助
成
を
検

討
し
て
は
。

任
意
接
種
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
有
効
性
や
安
全

性
を
踏
ま
え
、
個
人
の
判

断
に
よ
り
、
接
種
を
受
け

て
頂
く
た
め
、
助
成
に
は

慎
重
な
判
断
が
必
要
と
捉

え
て
い
る
。
今
後
の
国
の

定
期
接
種
化
の
動
向
を
注

視
し
、
必
要
な
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。

被
害
想
定
を
中
心

と
し
た
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
市
全
体
を
対
象
と

し
た
防
災
訓
練
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。

福
岡
県
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。
ま
た
、

全
体
訓
練
は
、
太
宰
府
市

と
の
合
同
総
合
防
災
訓
練

で
、
今
回
の
地
震
災
害
を

踏
ま
え
た
訓
練
と
な
る
よ

う
、
両
市
で
協
議
し
て
い

く
。

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

横
尾
秋
洋

　
　
　議
員

つ
く
し
野

施政方針を問う！代表
質問 　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を示す定例会で、

代表質問を行っています。各会派の代表が、市長の考えを質しました。

代
表
質
問

ただ

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像がご覧いただけます。
なお、本会議開催時には、生中継もご覧いただけます。

つくし野

待
機
児
童
問
題

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

脱
炭
素
社
会

企
業
誘
致

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

災
害
対
策

観
光
振
興

水
道
管
の
耐
震
化

有
害
鳥
獣
対
策

農
業
者
支
援

帯
状
疱
疹
等
の
予
防
接
種

森
林
環
境
譲
与
税

日
本
遺
産
「
西
の
都
」

保
育
士
の
確
保

こ
ど
も
一
時
預
か
り
事
業

こ
ど
も
館

こ
ど
も
食
堂

小
学
校
の
大
規
模
校

子
育
て
支
援
策

社
会
情
勢

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

自
然
・
環
境

産
業
振
興

福
祉
・
健
康

子
育
て
・
教
育

防
犯
・
防
災
・

　
　街
づ
く
り
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人
口
減
少
は
、
社

会
崩
壊
に
繫
が
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
地

方
公
務
員
は
２
０
４
５
年

に
20
％
不
足
、
農
業
従
事

者
は
80
％
減
と
予
測
さ
れ
、

こ
の
問
題
に
本
格
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
具

体
的
な
方
針
と
具
体
策
の

考
え
は
。国

や
県
、
民
間
セ

ク
タ
ー
と
も
連
携
し
、
役

割
分
担
を
図
り
、
子
育
て

支
援
や
教
育
の
充
実
、
産

業
振
興
と
雇
用
の
創
出
、

市
街
地
の
形
成
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
な
ど
、

自
然
増
と
社
会
増
の
両
面

か
ら
の
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
、
第
七
次
総
合

計
画
の
推
進
が
肝
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

新
た
に
認
可
保
育

所
（
定
員
１
５
０
人
）
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
で
、
待

機
児
童
及
び
隠
れ
待
機
児

童
を
解
消
で
き
る
の
か
。

入
所
保
留
と
さ
れ

た
方
々
も
含
め
た
状
況
を

踏
ま
え
、
解
消
に
向
け
た

施
設
整
備
を
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。

保
育
士
不
足
は
解

消
さ
れ
た
か
。
保
育
士
の

処
遇
改
善
の
取
組
が
必
要

で
は
。

保
育
士
不
足
は
、

引
き
続
き
の
課
題
と
認
識

し
、
人
材
確
保
の
た
め
従

来
の
処
遇
改
善
策
を
継
続

し
な
が
ら
、
養
成
校
の
訪

問
や
説
明
会
の
実
施
等
、

積
極
的
な
働
き
か
け
を
進

め
て
い
く
。

保
育
所
の
一
時
預

か
り
・
病
児
保
育
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
な

ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
定
員
及
び

施
設
等
を
拡
充
す
べ
き
で

は
。

施
設
の
現
状
、
ニ

ー
ズ
及
び
人
材
の
確
保
等

を
踏
ま
え
、
各
施
設
と
連

携
し
な
が
ら
、
実
現
可
能

な
方
策
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

医
療
費
の
自
己
負

担
軽
減
を
18
歳
ま
で
に
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
第
２

子
以
降
の
保
育
料
や
学
校

給
食
費
の
無
償
化
な
ど
独

自
支
援
策
を
検
討
で
き
な

い
か
。

子
ど
も
医
療
費
は
、

令
和
６
年
10
月
か
ら
中
学

生
ま
で
を
対
象
に
更
な
る

負
担
軽
減
策
を
講
じ
て
い

く
。
独
自
支
援
策
は
、

国
・
県
に
お
け
る
子
育
て

支
援
策
の
内
容
や
他
自
治

体
の
状
況
を
注
視
し
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い

く
。

児
童
館
・
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

併
せ
持
っ
て
お
り
、
中
・

高
校
生
世
代
へ
拡
充
し
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
一
時
預
か
り
や
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

な
ど
の
施
設
と
し
て
も
整

備
す
る
こ
と
で
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
見
解
は
。

こ
ど
も
大
綱
に
基

づ
く
居
場
所
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
必
要
な
施
設
や
仕

組
み
、
体
制
に
つ
い
て
、

こ
ど
も
館
等
の
設
置
も
含

め
て
検
討
を
深
め
て
い
く
。

開
催
し
て
い
る
会

場
も
様
々
で
あ
る
が
、
各

小
学
校
単
位
で
の
運
営
支

援
ま
で
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

ま
ず
は
、
居
場
所

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
既
存

の
団
体
の
繋
が
り
づ
く
り

や
、
実
態
の
把
握
に
努
め

て
い
く
。

過
大
規
模
校
の
解

消
は
、
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
生
じ
る
課
題
と
今
後

の
対
応
方
針
は
。
ま
た
、

校
舎
の
増
築
及
び
移
転
新

築
、
通
学
区
域
変
更
の
考

え
は
。

安
全
性
及
び
快

適
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
、

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推

計
を
念
頭
に
置
い
た
校
舎

等
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
増
築
等
、
通
学

区
域
の
変
更
は
、
学
校
の

実
状
に
応
じ
検
討
し
て
い

く
。

新
た
に
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
を
策
定
す
る
予

定
だ
が
、
審
議
会
の
意
見

を
踏
ま
え
て
、
総
合
体
育

館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
市
営

プ
ー
ル
な
ど
の
整
備
方
針

を
固
め
る
と
い
う
こ
と
な

の
か
。

策
定
中
の
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
の
基
礎
調

査
と
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
や
有

識
者
、
関
係
団
体
で
構
成

す
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
で
の
議
論
も
踏
ま
え
、

計
画
の
中
で
整
備
の
方
向

性
を
示
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

市
の
構
成
文
化
財

に
関
し
、
活
用
の
取
組
は
。

令
和
６
年
度
は
、

阿
志
岐
山
城
跡
の
保
存
活

用
の
計
画
を
策
定
す
る
。

今
後
も
、
関
係
機
関
等
と

も
更
な
る
連
携
を
図
り
、

引
き
続
き
情
報
発
信
や
活

用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
う
考

え
は
。

第
三
次
環
境
基
本

計
画
の
見
直
し
で
有
効
な

取
組
の
検
討
を
行
い
、
状

況
等
を
見
な
が
ら
判
断
し

て
い
く
。老

朽
管
更
新
基
本

計
画
を
踏
ま
え
た
配
水
管

の
敷
設
替
え
を
実
施
し
て

い
る
が
、
令
和
４
年
度
末

で
約
18
％
と
低
い
状
況
で

あ
る
。
震
度
６
強
が
発
生

し
た
場
合
、
送
水
に
問
題

は
な
い
の
か
。
ま
た
、
耐

震
化
工
事
の
取
組
を
加

速
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

平
成
20
年
度
か
ら

新
設
工
事
や
老
朽
管
更
新

工
事
で
、
震
度
６
強
に
対

応
し
た
管
を
敷
設
す
る
こ

と
で
耐
震
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
経
営
状

況
を
鑑
み
な
が
ら
、
広
範

囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
等
優

先
度
の
高
い
老
朽
管
か
ら

更
新
し
、
耐
震
化
を
推
進

し
て
い
く
。

企
業
誘
致
は
、
雇

用
機
会
の
拡
大
、
恒
常
的

な
税
収
の
確
保
、
産
業
振

興
人
口
動
態
な
ど
に
好
影

響
を
与
え
る
。
企
業
誘
致

に
関
し
、
具
体
的
な
取
組

の
考
え
は
。
ま
た
、
新
た

な
部
署
を
設
け
る
な
ど
組

織
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

は
。

土
地
利
用
や
開
発

の
相
談
に
応
じ
な
が
ら
、

民
間
活
力
を
活
か
し
た
取

組
を
進
め
、
雇
用
の
拡
大

や
地
域
経
済
の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
現
時
点

で
は
、
民
間
活
力
を
活
か

し
た
企
業
立
地
を
進
め
て

い
る
の
で
、
都
市
計
画
課

を
所
管
と
し
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
誘

客
の
た
め
の
施
策
と
、
外

国
人
観
光
客
を
誘
客
す
る

こ
と
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

本
市
へ
の
観
光
入

込
客
数
を
増
や
す
た
め
の

重
要
な
取
組
と
考
え
て
お

り
、
現
在
進
め
て
い
る
観

光
ル
ー
ト
整
備
事
業
に
お

い
て
設
置
す
る
観
光
情
報

板
に
多
言
語
化
を
目
的
と

し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
魅
力

的
な
観
光
情
報
を
提
供
し
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
な
が
ら
、
新
鮮

か
つ
効
果
的
な
観
光
情
報

を
発
信
し
て
誘
客
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

こ
の
対
策
は
、
農

林
事
業
者
及
び
地
域
住
民

に
と
っ
て
深
刻
な
課
題
。

新
し
い
手
法
や
、
広
域
連

携
も
含
め
た
対
策
の
考
え

は
な
い
か
。

県
や
近
隣
自
治
体
、

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
な
ど
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と

共
に
、
同
協
議
会
の
支
援

の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

新
年
度
か
ら
個
人

に
課
税
さ
れ
る
が
、
事
業

の
見
え
る
化
が
必
要
で
は
。

市
産
材
を
活
用
し

た
公
共
施
設
で
の
木
材
の

利
用
促
進
な
ど
に
向
け
た

取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

半
農
半
Ｘ
（
エ
ッ

ク
ス
）
、
多
業
農
家
の
生

活
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
移
住
を
促
す
観
点
か

ら
も
、
こ
の
よ
う
な
形
態

の
農
業
者
へ
支
援
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

今
後
の
担
い
手
の

減
少
対
策
と
し
て
、
人
材

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
国
、
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

目
標
年
次
で
あ
る

２
０
２
５
年
が
迫
っ
て
き

た
が
、
進
捗
状
況
と
課
題

は
。

地
域
の
実
情
に
応

じ
た
見
守
り
と
情
報
共
有

の
場
の
構
築
が
進
ん
で
い

る
。
課
題
は
、
生
活
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
に
お
け

る
担
い
手
の
育
成
で
あ
る

と
捉
え
て
お
り
、
人
材
の

掘
り
起
こ
し
や
支
援
策
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

高
齢
者
の
方
か

ら
は
「
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
」
、
子
育
て
世
代

か
ら
は
子
ど
も
に
対
す

る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
」
の
助
成
を

待
ち
望
む
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
予

防
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
有
効
で
あ
り
、
事
前
に

予
防
す
る
こ
と
で
医
療
費

の
削
減
に
も
繋
が
る
こ
と

か
ら
、
新
た
に
助
成
を
検

討
し
て
は
。

任
意
接
種
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
有
効
性
や
安
全

性
を
踏
ま
え
、
個
人
の
判

断
に
よ
り
、
接
種
を
受
け

て
頂
く
た
め
、
助
成
に
は

慎
重
な
判
断
が
必
要
と
捉

え
て
い
る
。
今
後
の
国
の

定
期
接
種
化
の
動
向
を
注

視
し
、
必
要
な
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。

被
害
想
定
を
中
心

と
し
た
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
市
全
体
を
対
象
と

し
た
防
災
訓
練
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。

福
岡
県
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。
ま
た
、

全
体
訓
練
は
、
太
宰
府
市

と
の
合
同
総
合
防
災
訓
練

で
、
今
回
の
地
震
災
害
を

踏
ま
え
た
訓
練
と
な
る
よ

う
、
両
市
で
協
議
し
て
い

く
。

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

横
尾
秋
洋

　
　
　議
員

つ
く
し
野

施政方針を問う！代表
質問 　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を示す定例会で、

代表質問を行っています。各会派の代表が、市長の考えを質しました。

代
表
質
問

ただ

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像がご覧いただけます。
なお、本会議開催時には、生中継もご覧いただけます。

つくし野

待
機
児
童
問
題

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

脱
炭
素
社
会

企
業
誘
致

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

災
害
対
策

観
光
振
興

水
道
管
の
耐
震
化

有
害
鳥
獣
対
策

農
業
者
支
援

帯
状
疱
疹
等
の
予
防
接
種

森
林
環
境
譲
与
税

日
本
遺
産
「
西
の
都
」

保
育
士
の
確
保

こ
ど
も
一
時
預
か
り
事
業

こ
ど
も
館

こ
ど
も
食
堂

小
学
校
の
大
規
模
校

子
育
て
支
援
策

社
会
情
勢

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

自
然
・
環
境

産
業
振
興

福
祉
・
健
康

子
育
て
・
教
育

防
犯
・
防
災
・

　
　街
づ
く
り
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本
市
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
台
数
は
決
し
て

多
い
と
は
言
え
な
い
。
今

後
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

地
域
が
設
置
す
る

防
犯
カ
メ
ラ
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
と

と
も
に
、
市
と
し
て
も
県

補
助
を
活
用
し
た
設
置
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

関
係
各
課
で
、
協

議
を
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

関
係
機
関
か
ら
の

意
見
聴
取
や
他
自
治
体
の

計
画
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
く
。

本
年
度
の
調
査
研

究
の
結
果
と
具
体
的
な
活

用
方
法
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
仮
に
公
共
施
設
を

建
設
す
る
場
合
、
将
来
負

担
を
踏
ま
え
た
維
持
管

理
・
更
新
な
ど
財
政
状
況

の
見
通
し
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。公

有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
届
出
が
な
さ
れ
た
た

め
、
用
地
取
得
に
向
け
た

交
渉
等
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
土
地

利
用
の
方
針
や
計
画
は
、

諸
条
件
が
整
い
、
市
が
取

得
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、

地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
つ
つ
、
公
共
施
設
の

集
約
化
・
効
率
化
、
民
間

活
力
の
導
入
な
ど
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

掲
げ
る
方
針
を
勘
案
し
な

が
ら
、
相
応
の
期
間
を
か

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

安
全
対
策
に
関
し
、

今
年
度
と
来
年
度
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

今
年
度
、
関
係
機

関
等
と
の
協
議
や
ト
ン
ネ

ル
周
辺
の
現
地
調
査
、
測

量
を
行
っ
て
い
る
。
来
年

度
も
、
国
や
警
察
と
の
協

議
を
重
ね
、
多
角
的
な
視

点
を
も
っ
て
、
安
全
確
保

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
。Ａ

Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
導
入
は
も
と
よ

り
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
や
自
動
運

転
バ
ス
の
導
入
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
検
討
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交

通
な
ど
新
た
な
モ
ビ
リ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
交
通
事
業
者
と

協
定
を
締
結
し
、
協
議
研

究
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、

地
域
公
共
交
通
計
画
に
掲

げ
る
施
策
の
具
現
化
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
自
動
運
転

バ
ス
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、

国
に
お
い
て
社
会
実
装
に

向
け
た
課
題
の
整
理
等
が

進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

返
礼
品
の
発
掘
及

び
地
場
産
業
の
開
拓
の
取

組
を
進
め
る
た
め
に
専
任

担
当
者
を
配
置
し
、
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

当
面
は
現
在
の
体

制
で
、
事
業
者
の
開
拓
と

返
礼
品
の
発
掘
を
進
め
、

寄
附
金
額
や
謝
礼
品
数
等

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旧
市
庁
舎
・
ジ
ャ

ス
コ
跡
地
・
老
朽
化
し
た

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
二
日
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
検

討
さ
れ
た
結
果
と
活
用
方

法
は
。
本
庁
舎
の
ふ
れ
あ

い
広
場
の
平
常
時
の
活
用

や
緑
化
等
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。旧

庁
舎
跡
地
及
び

ジ
ャ
ス
コ
跡
地
は
、
現
在
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
区
域
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
あ
り
方
、
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
、
議
論
を
し
て

頂
い
て
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
そ
の
時

の
情
勢
に
応
じ
て
検
討
し

て
い
く
。
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
公

共
建
築
物
は
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
維
持
管
理

に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
災
害

時
の
活
用
を
前
提
と
し
、

平
常
時
の
活
用
に
つ
い
て
、

緑
化
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
様
々
な
活
用
が
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

あ
る
べ
き
姿
は
、

行
政
が
方
向
性
を
示
し
、

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
協
議

会
・
区
長
会
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
検
討
す

る
べ
き
で
は
。

「
筑
紫
野
市
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
構
想
」

を
見
直
す
な
か
で
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
、

方
向
性
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
み
た
い
ま
ち
日

本
一
に
す
る
た
め
の
予
算

配
分
は
出
来
た
の
か
。

規
律
あ
る
財
政
運

営
と
い
う
大
前
提
は
維
持

し
な
が
ら
も
、
第
七
次
総

合
計
画
に
お
け
る
重
点
施

策
、
及
び
計
画
の
施
策
体

系
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
予

算
を
編
成
し
て
い
る
。

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

つくし野市民会議

こ
ど
も
部
設
置
へ

の
市
長
の
思
い
は
。

将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
成
長
を
促
す
た
め
、

保
育
の
受
け
皿
整
備
や
保

育
人
材
の
確
保
、
子
ど
も

へ
の
相
談
体
制
の
充
実
な

ど
、
多
様
化
す
る
子
育
て

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
も
と

よ
り
、
教
育
現
場
と
の
さ

ら
な
る
連
携
に
よ
り
、
第

七
次
総
合
計
画
の
重
点
施

策
に
も
掲
げ
る
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
」

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
職
員
の
働
き
方

改
革
を
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。

校
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

や
学
校
通
信
環
境
の
整
備

等
に
よ
る
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
に
加
え
、

教
員
業
務
の
支
援
に
あ
た

る
人
材
の
有
効
活
用
な
ど

に
よ
り
、
教
職
員
が
児

童
・
生
徒
と
向
き
合
う
時

間
や
教
材
研
究
等
の
時
間

を
確
保
で
き
る
よ
う
取
組

を
進
め
て
い
く
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
、
人
権
・
同
和
教
育

は
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る

の
か
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
に
つ
い
て
は
、
国
の

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
の
理
念
に
基
づ
き
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
可
能
な
限
り
共
に

学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
、
個

に
寄
り
添
っ
た
指
導
や
支

援
を
行
う
、
特
別
支
援
教

育
の
推
進
が
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　
人
権
・
同
和
教
育
に
つ

い
て
は
、
教
育
行
政
の
主

要
施
策
と
位
置
づ
け
、
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
、
学
校
で
の

教
科
指
導
、
学
級
活
動
や
、

人
権
問
題
市
民
懇
談
会
、

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
し
て
、
人
権
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
い
く
。

第
七
次
総
合
計
画

に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

総
合
計
画
に
基
づ

き
４
年
間
の
教
育
施
策
大

綱
を
策
定
し
、
毎
年
度
の

事
業
に
つ
い
て
は
教
育
振

興
基
本
計
画
に
沿
っ
て
推

進
し
て
い
く
が
、
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化
に
お
け
る
各
種

事
業
を
推
進
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
市
民
の
意
見
等

を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

循
環
型
、
脱
炭
素

社
会
の
形
成
は
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

る
の
か
。

第
三
次
環
境
基
本

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

市
民
や
事
業
者
、
行
政
の

役
割
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
、

具
体
的
に
は
、
「
デ
コ

活
」
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
の
啓
発
等
を
行
っ
て

い
く
。

昨
年
３
月
議
会
で

議
決
し
た
、
地
域
経
済
活

性
化
に
関
す
る
要
望
書
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

実
行
さ
れ
る
の
か
。

依
然
と
し
て
物
価

高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け

続
け
て
い
る
事
業
者
を
は

じ
め
と
す
る
市
民
の
現
状

を
適
切
に
把
握
し
、
今
後

も
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な

く
地
域
経
済
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｊ
Ｔ
跡
地
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

て
き
た
の
か
。

公
有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
届
出
が
な
さ
れ
た
の

で
、
ま
ず
は
、
用
地
取
得

に
向
け
た
交
渉
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
土
地
利
用
の
方
針
や

計
画
に
つ
い
て
は
、
諸
条

件
が
整
い
、
市
が
取
得
す

る
こ
と
と
な
れ
ば
、
相
応

の
期
間
を
か
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

 

地
元
農
産
物
の
小

中
学
校
や
保
育
所
の
給
食

へ
の
活
用
に
よ
る
地
産
地

消
の
推
進
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

現
在
も
地
元
農
産

物
を
、
小
中
学
校
は
毎
月

小学校でのＩＣＴを使った授業
JT九州工場跡地

解体後の旧市舎跡地

JT九州工場跡地

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

上
村 

和
男

　
　
　 議
員

市
民
会
議

Ｊ
Ｔ
九
州
工
場
跡
地

ふ
る
さ
と
納
税

再
犯
防
止
推
進
計
画

こ
ど
も
・
子
育
て

教
職
員
の
働
き
方
改
革

第
七
次
総
合
計
画

地
域
経
済
活
性
化

Ｊ
Ｔ
跡
地

地
産
地
消

循
環
型
・
脱
炭
素
社
会

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

令
和
６
年
度
の
予
算
編
成

公
有
地
の
活
用

国
道
３
号

バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
・

同
和
教
育
の
推
進 

地
域
公
共
交
通

防
犯
カ
メ
ラ

行
財
政
運
営

人
が
育
ま
れ
、

活
躍
で
き
る

子
育
て・教
育
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
が
織
り
な
す

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

の
ま
ち
づ
く
り

自
然
を
ま
も
り

未
来
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

強
み
を
い
か
し
た

多
様
な
産
業
で

賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り
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本
市
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
台
数
は
決
し
て

多
い
と
は
言
え
な
い
。
今

後
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

地
域
が
設
置
す
る

防
犯
カ
メ
ラ
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
と

と
も
に
、
市
と
し
て
も
県

補
助
を
活
用
し
た
設
置
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

関
係
各
課
で
、
協

議
を
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

関
係
機
関
か
ら
の

意
見
聴
取
や
他
自
治
体
の

計
画
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
く
。

本
年
度
の
調
査
研

究
の
結
果
と
具
体
的
な
活

用
方
法
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
仮
に
公
共
施
設
を

建
設
す
る
場
合
、
将
来
負

担
を
踏
ま
え
た
維
持
管

理
・
更
新
な
ど
財
政
状
況

の
見
通
し
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。公

有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
届
出
が
な
さ
れ
た
た

め
、
用
地
取
得
に
向
け
た

交
渉
等
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
土
地

利
用
の
方
針
や
計
画
は
、

諸
条
件
が
整
い
、
市
が
取

得
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、

地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
つ
つ
、
公
共
施
設
の

集
約
化
・
効
率
化
、
民
間

活
力
の
導
入
な
ど
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

掲
げ
る
方
針
を
勘
案
し
な

が
ら
、
相
応
の
期
間
を
か

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

安
全
対
策
に
関
し
、

今
年
度
と
来
年
度
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

今
年
度
、
関
係
機

関
等
と
の
協
議
や
ト
ン
ネ

ル
周
辺
の
現
地
調
査
、
測

量
を
行
っ
て
い
る
。
来
年

度
も
、
国
や
警
察
と
の
協

議
を
重
ね
、
多
角
的
な
視

点
を
も
っ
て
、
安
全
確
保

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
。Ａ

Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
導
入
は
も
と
よ

り
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
や
自
動
運

転
バ
ス
の
導
入
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
検
討
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交

通
な
ど
新
た
な
モ
ビ
リ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
交
通
事
業
者
と

協
定
を
締
結
し
、
協
議
研

究
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、

地
域
公
共
交
通
計
画
に
掲

げ
る
施
策
の
具
現
化
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
自
動
運
転

バ
ス
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、

国
に
お
い
て
社
会
実
装
に

向
け
た
課
題
の
整
理
等
が

進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

返
礼
品
の
発
掘
及

び
地
場
産
業
の
開
拓
の
取

組
を
進
め
る
た
め
に
専
任

担
当
者
を
配
置
し
、
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

当
面
は
現
在
の
体

制
で
、
事
業
者
の
開
拓
と

返
礼
品
の
発
掘
を
進
め
、

寄
附
金
額
や
謝
礼
品
数
等

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旧
市
庁
舎
・
ジ
ャ

ス
コ
跡
地
・
老
朽
化
し
た

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
二
日
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
検

討
さ
れ
た
結
果
と
活
用
方

法
は
。
本
庁
舎
の
ふ
れ
あ

い
広
場
の
平
常
時
の
活
用

や
緑
化
等
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。旧

庁
舎
跡
地
及
び

ジ
ャ
ス
コ
跡
地
は
、
現
在
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
区
域
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
あ
り
方
、
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
、
議
論
を
し
て

頂
い
て
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
そ
の
時

の
情
勢
に
応
じ
て
検
討
し

て
い
く
。
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
公

共
建
築
物
は
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
維
持
管
理

に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
災
害

時
の
活
用
を
前
提
と
し
、

平
常
時
の
活
用
に
つ
い
て
、

緑
化
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
様
々
な
活
用
が
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

あ
る
べ
き
姿
は
、

行
政
が
方
向
性
を
示
し
、

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
協
議

会
・
区
長
会
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
検
討
す

る
べ
き
で
は
。

「
筑
紫
野
市
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
構
想
」

を
見
直
す
な
か
で
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
、

方
向
性
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
み
た
い
ま
ち
日

本
一
に
す
る
た
め
の
予
算

配
分
は
出
来
た
の
か
。

規
律
あ
る
財
政
運

営
と
い
う
大
前
提
は
維
持

し
な
が
ら
も
、
第
七
次
総

合
計
画
に
お
け
る
重
点
施

策
、
及
び
計
画
の
施
策
体

系
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
予

算
を
編
成
し
て
い
る
。

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

つくし野市民会議

こ
ど
も
部
設
置
へ

の
市
長
の
思
い
は
。

将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
成
長
を
促
す
た
め
、

保
育
の
受
け
皿
整
備
や
保

育
人
材
の
確
保
、
子
ど
も

へ
の
相
談
体
制
の
充
実
な

ど
、
多
様
化
す
る
子
育
て

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
も
と

よ
り
、
教
育
現
場
と
の
さ

ら
な
る
連
携
に
よ
り
、
第

七
次
総
合
計
画
の
重
点
施

策
に
も
掲
げ
る
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
」

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
職
員
の
働
き
方

改
革
を
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。

校
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

や
学
校
通
信
環
境
の
整
備

等
に
よ
る
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
に
加
え
、

教
員
業
務
の
支
援
に
あ
た

る
人
材
の
有
効
活
用
な
ど

に
よ
り
、
教
職
員
が
児

童
・
生
徒
と
向
き
合
う
時

間
や
教
材
研
究
等
の
時
間

を
確
保
で
き
る
よ
う
取
組

を
進
め
て
い
く
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
、
人
権
・
同
和
教
育

は
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る

の
か
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
に
つ
い
て
は
、
国
の

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
の
理
念
に
基
づ
き
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
可
能
な
限
り
共
に

学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
、
個

に
寄
り
添
っ
た
指
導
や
支

援
を
行
う
、
特
別
支
援
教

育
の
推
進
が
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　
人
権
・
同
和
教
育
に
つ

い
て
は
、
教
育
行
政
の
主

要
施
策
と
位
置
づ
け
、
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
、
学
校
で
の

教
科
指
導
、
学
級
活
動
や
、

人
権
問
題
市
民
懇
談
会
、

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
し
て
、
人
権
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
い
く
。

第
七
次
総
合
計
画

に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

総
合
計
画
に
基
づ

き
４
年
間
の
教
育
施
策
大

綱
を
策
定
し
、
毎
年
度
の

事
業
に
つ
い
て
は
教
育
振

興
基
本
計
画
に
沿
っ
て
推

進
し
て
い
く
が
、
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化
に
お
け
る
各
種

事
業
を
推
進
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
市
民
の
意
見
等

を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

循
環
型
、
脱
炭
素

社
会
の
形
成
は
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

る
の
か
。

第
三
次
環
境
基
本

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

市
民
や
事
業
者
、
行
政
の

役
割
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
、

具
体
的
に
は
、
「
デ
コ

活
」
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
の
啓
発
等
を
行
っ
て

い
く
。

昨
年
３
月
議
会
で

議
決
し
た
、
地
域
経
済
活

性
化
に
関
す
る
要
望
書
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

実
行
さ
れ
る
の
か
。

依
然
と
し
て
物
価

高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け

続
け
て
い
る
事
業
者
を
は

じ
め
と
す
る
市
民
の
現
状

を
適
切
に
把
握
し
、
今
後

も
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な

く
地
域
経
済
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｊ
Ｔ
跡
地
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

て
き
た
の
か
。

公
有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
届
出
が
な
さ
れ
た
の

で
、
ま
ず
は
、
用
地
取
得

に
向
け
た
交
渉
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
土
地
利
用
の
方
針
や

計
画
に
つ
い
て
は
、
諸
条

件
が
整
い
、
市
が
取
得
す

る
こ
と
と
な
れ
ば
、
相
応

の
期
間
を
か
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

 

地
元
農
産
物
の
小

中
学
校
や
保
育
所
の
給
食

へ
の
活
用
に
よ
る
地
産
地

消
の
推
進
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

現
在
も
地
元
農
産

物
を
、
小
中
学
校
は
毎
月

小学校でのＩＣＴを使った授業
JT九州工場跡地

解体後の旧市舎跡地

JT九州工場跡地

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

上
村 

和
男

　
　
　 議
員

市
民
会
議

Ｊ
Ｔ
九
州
工
場
跡
地

ふ
る
さ
と
納
税

再
犯
防
止
推
進
計
画

こ
ど
も
・
子
育
て

教
職
員
の
働
き
方
改
革

第
七
次
総
合
計
画

地
域
経
済
活
性
化

Ｊ
Ｔ
跡
地

地
産
地
消

循
環
型
・
脱
炭
素
社
会

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

令
和
６
年
度
の
予
算
編
成

公
有
地
の
活
用

国
道
３
号

バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
・

同
和
教
育
の
推
進 

地
域
公
共
交
通

防
犯
カ
メ
ラ

行
財
政
運
営

人
が
育
ま
れ
、

活
躍
で
き
る

子
育
て・教
育
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
が
織
り
な
す

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

の
ま
ち
づ
く
り

自
然
を
ま
も
り

未
来
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

強
み
を
い
か
し
た

多
様
な
産
業
で

賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り
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地域の助け合い

防災訓練

コミュニティバス「つくし号」

の
「
地
場
産
献
立
」
、
保

育
所
は
毎
月
の
「
食
育
の

日
」
に
合
わ
せ
て
活
用
し

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
、
関
係
機
関
へ
地
元
農

産
物
の
提
供
を
積
極
的
に

働
き
か
け
、
よ
り
多
く
を

給
食
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
産
地
消
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
介
護
に
お

け
る
人
材
確
保
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

国
・
県
の
施
策
に

注
視
し
、
市
に
お
い
て
も

介
護
事
業
者
等
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
就
職
相
談

会
の
開
催
等
の
取
組
を
検

討
し
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
迫
っ
て

い
る
が
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。

地
域
の
実
情
に
応

じ
た
見
守
り
活
動
が
進
ん

で
お
り
、
今
後
は
、
担
い

手
の
育
成
等
を
通
じ
て
、

生
活
支
援
に
繋
が
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

障
が
い
者
福
祉
の

充
実
は
計
画
に
基
づ
き
、

ど
の
よ
う
な
考
え
で
推
進

し
て
い
く
の
か
。

障
が
い
の
あ
る
人

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
、
安
心
し
て
生
活
し
、

個
人
の
尊
厳
や
そ
の
人
ら

し
い
生
き
方
が
尊
重
さ
れ

る
よ
う
、
第
４
期
障
が
い

者
福
祉
長
期
行
動
計
画
に

掲
げ
た
７
つ
の
基
本
目
標

に
沿
い
、
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。地

域
共
生
社
会
の

構
築
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
役
割
が
重
要
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

役
割
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
重

層
的
支
援
体
制
の
整
備
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
初
め
、

地
域
に
お
け
る
既
存
の
機

関
と
共
に
、
本
市
と
し
て

の
支
援
体
制
を
整
備
・
検

討
し
て
い
く
。

同
和
問
題
の
解
決

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

行
政
の
責
務
と
し

て
、
「
筑
紫
野
市
人
権
都

市
宣
言
」
及
び
「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
人
権
意
識
涵
養
の
た

め
の
教
育
・
啓
発
を
は
じ

め
、
様
々
な
取
組
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、
同
和
問
題
の
早

急
な
解
決
を
目
指
し
、
差

別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

努
め
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
。

市
民
の
皆
さ
ま
に

災
害
に
備
え
る
防
災
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、

市
と
し
て
市
民
の
安
全
安

心
を
守
る
た
め
に
で
き
る

限
り
の
体
制
整
備
と
必
要

と
な
る
資
機
材
の
備
蓄
等

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
新
た
に
策
定
さ
れ

る
地
域
公
共
交
通
計
画
に

基
づ
く
交
通
網
の
整
備
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
す
る
交
通
事
業
者
と
協

定
を
締
結
し
、
実
務
的
な

協
議
研
究
の
場
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
公
共

交
通
計
画
に
掲
げ
る
施
策

の
具
現
化
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

職
員
の
人
材
育
成

を
も
っ
と
充
実
さ
せ
、
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

社
会
情
勢
の
変
化

に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応

し
、
自
ら
考
え
、
判
断
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

求
め
ら
れ
る
能
力
や
役
割

を
適
切
に
認
識
し
、
そ
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
職
場

環
境
の
整
備
や
外
部
研
修

機
関
へ
の
職
員
派
遣
を
は

じ
め
と
す
る
研
修
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

令
和
６
年
度
予
算

は
、
ど
の
よ
う
な
市
長
の

思
い
を
ベ
ー
ス
に
編
成
さ

れ
た
の
か
。

規
律
あ
る
財
政
運

営
と
い
う
大
前
提
は
維
持

し
な
が
ら
も
、
「
住
み
た

い
ま
ち
日
本
一
」
に
一
歩

一
歩
近
づ
け
る
よ
う
、
第

七
次
総
合
計
画
に
お
け
る

重
点
施
策
、
及
び
計
画
の

施
策
体
系
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
予
算
を
編
成
し
て
い

る
。

市民会議公明党筑紫野市議団 

こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
の
本
格
実
施
に
向

け
、
今
後
ど
の
よ
う
な
準

備
や
検
討
が
必
要
と
な
る

の
か
。

定
期
利
用
や
自
由

利
用
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
や

ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る
一

般
型
や
欠
員
枠
を
活
用
す

る
余
裕
活
用
型
等
の
様
々

な
実
施
方
法
が
想
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
待
機

児
童
解
消
の
取
組
と
併
せ

て
各
施
設
と
連
携
し
な
が

ら
実
施
可
能
な
手
法
の
検

討
を
進
め
る
。

指
導
者
用
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
導
入
で
、
教

員
・
児
童
生
徒
へ
の
効
果

と
、
今
後
の
導
入
科
目
の

見
通
し
は
。

映
像
機
材
等
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
授

業
準
備
時
間
の
削
減
等
の

教
員
の
働
き
方
改
革
へ
の

効
果
が
期
待
で
き
る
。
教

科
書
の
採
択
替
え
に
合
わ

せ
て
、
令
和
６
年
度
に
小

学
校
全
教
科
、
令
和
７
年

度
に
中
学
校
全
教
科
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
。

文
化
会
館
を
中
心

と
し
て
、
文
化
芸
術
活
動

の
振
興
に
努
め
る
と
あ
る

が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観

点
か
ら
、
整
備
が
必
要
で

は
。

文
化
会
館
は
40
年

前
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
さ
ら
な
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
今
後
、

建
物
の
大
規
模
改
修
を
進

め
る
際
に
、
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

災
害
廃
棄
物
の
処

理
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う

に
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

現
在
、
災
害
廃
棄

物
処
理
計
画
を
策
定
中
で

あ
り
、
策
定
後
は
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
等
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

な
ど
に
説
明
し
て
い
く
。

地
域
猫
な
ど
動
物

愛
護
活
動
へ
の
支
援
は
、

強
化
さ
れ
な
い
の
か
。

現
在
行
っ
て
い
る

支
援
に
加
え
、
活
動
へ
の

新
た
な
本
市
単
独
の
支
援

を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

商
工
業
や
観
光
振

興
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
新
た
に
商
工
観
光
振

興
計
画
を
策
定
し
て
は
。

商
工
会
や
観
光
協

会
と
連
携
し
つ
つ
、
筑
紫

野
市
総
合
計
画
に
基
づ
き

施
策
の
目
指
す
姿
を
推
進

し
て
い
る
。
新
た
な
計
画

の
策
定
は
、
各
種
計
画
と

整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
時
期
を

み
な
が
ら
の
検
討
課
題
と

す
る
。

農
業
経
営
を
持
続

で
き
る
環
境
整
備
や
次
世

代
人
材
育
成
の
た
め
、
支

援
対
象
者
の
相
談
体
制
の

充
実
が
必
要
で
は
。

福
岡
農
林
事
務
所
、

県
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
筑
紫
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
た
相
談
体
制
を

整
え
て
い
る
。
今
後
も

様
々
な
機
会
を
捉
え
た
相

談
体
制
の
周
知
に
努
め
る
。

介
護
、
福
祉
の
需
要
の
増

介
護
、
福
祉
の
需

要
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る

が
、
人
材
確
保
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

国
・
県
の
施
策
を

注
視
し
、
就
職
相
談
会
の

開
催
を
検
討
す
る
な
ど
、

介
護
人
材
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

市
営
鷺
田
川
流
域

の
早
急
な
対
策
を
。

現
在
、
情
報
収
集

に
努
め
て
い
る
。
二
日
市

地
区
を
中
心
と
し
た
周
辺

流
域
の
治
水
対
策
の
た
め

の
基
本
計
画
を
令
和
６
年

度
に
策
定
し
て
い
く
。

り
災
証
明
書
交
付

の
被
災
者
支
援
業
務
Ｄ
Ⅹ

化
の
考
え
は
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
経
由
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
の
導
入
を
進
め
る
と

と
も
に
、
他
団
体
の
事
例

に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努

め
て
い
く
。

地
域
特
性
や
公
園

種
別
に
合
わ
せ
た
整
備
の

中
で
、
健
康
づ
く
り
や
防

災
機
能
を
備
え
た
公
園
再

生
へ
の
見
解
は
。

施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
公
園
の
再
整
備
に
併

せ
て
検
討
し
て
い
く
。

行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
、
課

題
と
今
後
の
見
通
し
は
。

自
治
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
や
窓
口
Ｄ

Ⅹ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

普
及
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

取
組
が
必
要
と
な
る
。
新

た
に
設
置
す
る
Ｄ
Ⅹ
推
進

担
当
を
中
心
と
し
て
、
関

係
各
課
と
の
連
携
を
図
り

つ
つ
、
民
間
事
業
者
の
優

れ
た
技
術
を
効
果
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
条
例
の
補
完
性
の

原
理
に
あ
る
共
助
に
よ
る

解
決
に
向
け
た
支
援
は
十

分
で
あ
る
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
の
組
織
強
化
を

図
り
つ
つ
、
地
域
課
題
解

決
に
向
け
た
活
動
に
お
け

る
必
要
な
支
援
を
地
域
と

共
に
検
討
し
て
い
く
。

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

教
育
長 坂

口 

勝
彦

　
　
　 議
員

公
明
党
筑
紫
野
市
議
団

介
護
の
人
材
不
足

能
登
半
島
地
震
か
ら

市
長
の
思
い

地
域
公
共
交
通

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

障
が
い
者
福
祉

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

同
和
問
題
の
解
決

支
え
合
い
、

暮
ら
し
に

寄
り
添
う
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

安
全
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
育
ま
れ
、

活
躍
で
き
る

子
育
て
・
教
育
の

ま
ち
づ
く
り

支
え
あ
い
、

暮
ら
し
に

寄
り
添
う
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
が
織
り
な
す

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

強
み
を
い
か
し
た

多
様
な
産
業
で

賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り

自
然
を
ま
も
り

未
来
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

政
策
実
現
の

た
め
の
市
民
目
線
の

行
財
政
運
営

政
策
実
現
の

た
め
の
市
民
目
線
の

行
財
政
運
営

安
全
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
ま
ち
づ
く
り

令
和
６
年
度

予
算
編
成
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地域の助け合い

防災訓練

コミュニティバス「つくし号」

の
「
地
場
産
献
立
」
、
保

育
所
は
毎
月
の
「
食
育
の

日
」
に
合
わ
せ
て
活
用
し

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
、
関
係
機
関
へ
地
元
農

産
物
の
提
供
を
積
極
的
に

働
き
か
け
、
よ
り
多
く
を

給
食
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
産
地
消
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
介
護
に
お

け
る
人
材
確
保
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

国
・
県
の
施
策
に

注
視
し
、
市
に
お
い
て
も

介
護
事
業
者
等
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
就
職
相
談

会
の
開
催
等
の
取
組
を
検

討
し
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
迫
っ
て

い
る
が
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。

地
域
の
実
情
に
応

じ
た
見
守
り
活
動
が
進
ん

で
お
り
、
今
後
は
、
担
い

手
の
育
成
等
を
通
じ
て
、

生
活
支
援
に
繋
が
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

障
が
い
者
福
祉
の

充
実
は
計
画
に
基
づ
き
、

ど
の
よ
う
な
考
え
で
推
進

し
て
い
く
の
か
。

障
が
い
の
あ
る
人

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
、
安
心
し
て
生
活
し
、

個
人
の
尊
厳
や
そ
の
人
ら

し
い
生
き
方
が
尊
重
さ
れ

る
よ
う
、
第
４
期
障
が
い

者
福
祉
長
期
行
動
計
画
に

掲
げ
た
７
つ
の
基
本
目
標

に
沿
い
、
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。地

域
共
生
社
会
の

構
築
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
役
割
が
重
要
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

役
割
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
重

層
的
支
援
体
制
の
整
備
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
初
め
、

地
域
に
お
け
る
既
存
の
機

関
と
共
に
、
本
市
と
し
て

の
支
援
体
制
を
整
備
・
検

討
し
て
い
く
。

同
和
問
題
の
解
決

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

行
政
の
責
務
と
し

て
、
「
筑
紫
野
市
人
権
都

市
宣
言
」
及
び
「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
人
権
意
識
涵
養
の
た

め
の
教
育
・
啓
発
を
は
じ

め
、
様
々
な
取
組
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、
同
和
問
題
の
早

急
な
解
決
を
目
指
し
、
差

別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

努
め
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
。

市
民
の
皆
さ
ま
に

災
害
に
備
え
る
防
災
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、

市
と
し
て
市
民
の
安
全
安

心
を
守
る
た
め
に
で
き
る

限
り
の
体
制
整
備
と
必
要

と
な
る
資
機
材
の
備
蓄
等

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

新
た
に
策
定
さ
れ

る
地
域
公
共
交
通
計
画
に

基
づ
く
交
通
網
の
整
備
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
す
る
交
通
事
業
者
と
協

定
を
締
結
し
、
実
務
的
な

協
議
研
究
の
場
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
公
共

交
通
計
画
に
掲
げ
る
施
策

の
具
現
化
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

職
員
の
人
材
育
成

を
も
っ
と
充
実
さ
せ
、
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

社
会
情
勢
の
変
化

に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応

し
、
自
ら
考
え
、
判
断
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

求
め
ら
れ
る
能
力
や
役
割

を
適
切
に
認
識
し
、
そ
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
職
場

環
境
の
整
備
や
外
部
研
修

機
関
へ
の
職
員
派
遣
を
は

じ
め
と
す
る
研
修
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

令
和
６
年
度
予
算

は
、
ど
の
よ
う
な
市
長
の

思
い
を
ベ
ー
ス
に
編
成
さ

れ
た
の
か
。

規
律
あ
る
財
政
運

営
と
い
う
大
前
提
は
維
持

し
な
が
ら
も
、
「
住
み
た

い
ま
ち
日
本
一
」
に
一
歩

一
歩
近
づ
け
る
よ
う
、
第

七
次
総
合
計
画
に
お
け
る

重
点
施
策
、
及
び
計
画
の

施
策
体
系
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
予
算
を
編
成
し
て
い

る
。

市民会議公明党筑紫野市議団 

こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
の
本
格
実
施
に
向

け
、
今
後
ど
の
よ
う
な
準

備
や
検
討
が
必
要
と
な
る

の
か
。

定
期
利
用
や
自
由

利
用
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
や

ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る
一

般
型
や
欠
員
枠
を
活
用
す

る
余
裕
活
用
型
等
の
様
々

な
実
施
方
法
が
想
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
待
機

児
童
解
消
の
取
組
と
併
せ

て
各
施
設
と
連
携
し
な
が

ら
実
施
可
能
な
手
法
の
検

討
を
進
め
る
。

指
導
者
用
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
導
入
で
、
教

員
・
児
童
生
徒
へ
の
効
果

と
、
今
後
の
導
入
科
目
の

見
通
し
は
。

映
像
機
材
等
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
授

業
準
備
時
間
の
削
減
等
の

教
員
の
働
き
方
改
革
へ
の

効
果
が
期
待
で
き
る
。
教

科
書
の
採
択
替
え
に
合
わ

せ
て
、
令
和
６
年
度
に
小

学
校
全
教
科
、
令
和
７
年

度
に
中
学
校
全
教
科
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
。

文
化
会
館
を
中
心

と
し
て
、
文
化
芸
術
活
動

の
振
興
に
努
め
る
と
あ
る

が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観

点
か
ら
、
整
備
が
必
要
で

は
。

文
化
会
館
は
40
年

前
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
さ
ら
な
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
今
後
、

建
物
の
大
規
模
改
修
を
進

め
る
際
に
、
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

災
害
廃
棄
物
の
処

理
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う

に
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

現
在
、
災
害
廃
棄

物
処
理
計
画
を
策
定
中
で

あ
り
、
策
定
後
は
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
等
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

な
ど
に
説
明
し
て
い
く
。

地
域
猫
な
ど
動
物

愛
護
活
動
へ
の
支
援
は
、

強
化
さ
れ
な
い
の
か
。

現
在
行
っ
て
い
る

支
援
に
加
え
、
活
動
へ
の

新
た
な
本
市
単
独
の
支
援

を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

商
工
業
や
観
光
振

興
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
新
た
に
商
工
観
光
振

興
計
画
を
策
定
し
て
は
。

商
工
会
や
観
光
協

会
と
連
携
し
つ
つ
、
筑
紫

野
市
総
合
計
画
に
基
づ
き

施
策
の
目
指
す
姿
を
推
進

し
て
い
る
。
新
た
な
計
画

の
策
定
は
、
各
種
計
画
と

整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
時
期
を

み
な
が
ら
の
検
討
課
題
と

す
る
。

農
業
経
営
を
持
続

で
き
る
環
境
整
備
や
次
世

代
人
材
育
成
の
た
め
、
支

援
対
象
者
の
相
談
体
制
の

充
実
が
必
要
で
は
。

福
岡
農
林
事
務
所
、

県
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
筑
紫
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
た
相
談
体
制
を

整
え
て
い
る
。
今
後
も

様
々
な
機
会
を
捉
え
た
相

談
体
制
の
周
知
に
努
め
る
。

介
護
、
福
祉
の
需
要
の
増

介
護
、
福
祉
の
需

要
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る

が
、
人
材
確
保
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

国
・
県
の
施
策
を

注
視
し
、
就
職
相
談
会
の

開
催
を
検
討
す
る
な
ど
、

介
護
人
材
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

市
営
鷺
田
川
流
域

の
早
急
な
対
策
を
。

現
在
、
情
報
収
集

に
努
め
て
い
る
。
二
日
市

地
区
を
中
心
と
し
た
周
辺

流
域
の
治
水
対
策
の
た
め

の
基
本
計
画
を
令
和
６
年

度
に
策
定
し
て
い
く
。

り
災
証
明
書
交
付

の
被
災
者
支
援
業
務
Ｄ
Ⅹ

化
の
考
え
は
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
経
由
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
の
導
入
を
進
め
る
と

と
も
に
、
他
団
体
の
事
例

に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努

め
て
い
く
。

地
域
特
性
や
公
園

種
別
に
合
わ
せ
た
整
備
の

中
で
、
健
康
づ
く
り
や
防

災
機
能
を
備
え
た
公
園
再

生
へ
の
見
解
は
。

施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
公
園
の
再
整
備
に
併

せ
て
検
討
し
て
い
く
。

行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
、
課

題
と
今
後
の
見
通
し
は
。

自
治
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
や
窓
口
Ｄ

Ⅹ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

普
及
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

取
組
が
必
要
と
な
る
。
新

た
に
設
置
す
る
Ｄ
Ⅹ
推
進

担
当
を
中
心
と
し
て
、
関

係
各
課
と
の
連
携
を
図
り

つ
つ
、
民
間
事
業
者
の
優

れ
た
技
術
を
効
果
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
条
例
の
補
完
性
の

原
理
に
あ
る
共
助
に
よ
る

解
決
に
向
け
た
支
援
は
十

分
で
あ
る
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
の
組
織
強
化
を

図
り
つ
つ
、
地
域
課
題
解

決
に
向
け
た
活
動
に
お
け

る
必
要
な
支
援
を
地
域
と

共
に
検
討
し
て
い
く
。

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

教
育
長 坂

口 

勝
彦

　
　
　 議
員

公
明
党
筑
紫
野
市
議
団

介
護
の
人
材
不
足

能
登
半
島
地
震
か
ら

市
長
の
思
い

地
域
公
共
交
通

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

障
が
い
者
福
祉

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

同
和
問
題
の
解
決

支
え
合
い
、

暮
ら
し
に

寄
り
添
う
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

安
全
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
育
ま
れ
、

活
躍
で
き
る

子
育
て
・
教
育
の

ま
ち
づ
く
り

支
え
あ
い
、

暮
ら
し
に

寄
り
添
う
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
が
織
り
な
す

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

強
み
を
い
か
し
た

多
様
な
産
業
で

賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り

自
然
を
ま
も
り

未
来
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

政
策
実
現
の

た
め
の
市
民
目
線
の

行
財
政
運
営

政
策
実
現
の

た
め
の
市
民
目
線
の

行
財
政
運
営

安
全
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
ま
ち
づ
く
り

令
和
６
年
度

予
算
編
成
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筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

質 問 題 目   一 覧

３月定例会の一般質問では、13人の議員が27題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 西村　和子 議員
　①防災の推進について
　②脱炭素化カーボンニュートラルに向けて

■ 古賀　新悟 議員
　①防災対策強化について
　②人権尊重のまちづくりについて

■ 楢木　孝一 議員
　①防災対策について
　②職員の地域貢献活動休暇制度について

■ 段下　季一郎 議員
　①地震対策について
　②障がい児・障がい者福祉の充実について
　③ＡＥＤの設置促進について

■ 佐々木　忠孝 議員
　①ＪＲ原田駅前ロータリーの渋滞対策について

■ 赤司　祥一 議員
　①小学校のトイレ清掃について

■ 白石　卓也 議員
　①働き方改革・いわゆる2024年問題の対応に
　　ついて

■ 春口　茜 議員
　①観光振興とＤＸ推進について
　②起業支援について

■ 吉村　陽一 議員
　①大雨による水害対策について
　②筑紫野市部落差別の解消の推進に関する
　　条例について

■ 前田　倫宏 議員
　①災害時におけるトイレについて
　②こどもの療育について
　③筑紫野市文化会館について

■ 山本　加奈子 議員
　①障がいのある方への投票(選挙）支援について
　②不登校児童生徒・保護者への支援について

■ 辻本　美惠子　議員
　①地域共生の実現に向けて
　②健康づくりについて

■ 田中　允 議員
　①筑紫東小学校への学校選択制の拡充について
　②学校部活動の取り組みについて
　③市営住宅の改修改善等について
　④施政方針について

P.17

P.17

P.18

P.18

P.19

P.19

P.19

P.20

P.21

P.21

P.22

P.22

P.20

簡
易
包
装
と
ご
み
減
量

問

簡
易
包
装
に
よ
る
資

源
の
有
効
活
用
と
ご
み
減

量
は
、
全
庁
的
に
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。

答
　
資
源
の
有
効
活
用
と

ご
み
減
量
の
全
庁
的
な
推

進
に
つ
い
て
は
、
「
地
球

温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
お
よ
び
「
筑

紫
野
市
環
境
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
「
筑
紫
野
市
役

所
環
境
に
優
し
い
行
動
計

画
パ
ー
ト
Ⅴ
」
を
策
定
し
、

低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
市
が
行
う
事
務
事

業
の
全
て
を
対
象
に
、
環

境
へ
の
負
荷
を
低
減
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
率
先

し
て
実
行
す
る
行
動
指
針

と
し
て
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
各
部
か
ら
推
薦
さ
れ

た
職
員
に
よ
り
組
織
さ
れ

た
、
環
境
に
や
さ
し
い
行

動
推
進
会
議
を
設
置
し
、

取
り
組
み
内
容
の
点
検
や

評
価
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
さ
ら
に
充
実
し
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

問

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
市
民
の
意

識
向
上
の
た
め
に
環
境
フ

ェ
ア
を
更
に
充
実
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
　
環
境
フ
ェ
ア
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
環
境
に
関

す
る
市
民
意
識
の
向
上
は

重
要
と
考
え
る
の
で
、
多

く
の
市
民
に
参
加
い
た
だ

き
、
広
く
啓
発
で
き
る
よ

う
他
事
業
と
の
同
時
開
催

な
ど
を
含
め
、
充
実
し
た

フ
ェ
ア
の
開
催
に
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

市
一
斉
の
避
難
訓
練

問

避
難
は
、
命
を
守
る

大
変
重
要
行
動
で
あ
る
。

市
一
斉
に
行
政
区
ご
と
の

避
難
訓
練
を
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
現
在
、
地
域
で
は

様
々
な
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
地
域
に
お
け
る
様
々

な
取
組
を
継
続
し
て
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
現
時
点
で
は
実
施
す

る
予
定
は
な
い
。

問

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

行
政
区
で
実
施
さ
れ
て
い

る
防
災
の
取
組
の
課
題
を

解
決
す
る
方
向
性
は
。

答
　
様
々
な
取
組
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
と

し
て
は
、
そ
れ
ら
の
支
援

を
継
続
し
て
い
く
。

西村 和子

２
０
５
０
へ

（市民会議）

問

日
本
は
性
教
育
が
極

め
て
不
十
分
。
包
括
的
性

教
育
は
、
尊
厳
を
も
っ
て

生
き
る
こ
と
す
べ
て
に
か

か
わ
る
も
の
と
い
う
考
え

方
に
基
づ
く
も
の
。
本
市

で
も
、
包
括
的
性
教
育
を

推
進
す
べ
き
で
は
。

答
　
児
童
生
徒
が
性
に
関

し
て
正
し
く
理
解
す
る
と

と
も
に
、
生
命
と
一
人
ひ

と
り
の
人
権
を
尊
重
す
る

態
度
な
ど
を
発
達
段
階
に

応
じ
て
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
。
文
部
科

学
省
が
子
ど
も
た
ち
が
性

暴
力
の
加
害
者
、
被
害
者
、

傍
観
者
に
な
ら
な
い
こ
と

を
目
指
し
「
生
命
の
安
全

教
育
」
と
推
進
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
児
童
生

徒
が
自
他
を
尊
重
し
、
心

身
と
も
に
健
康
に
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
な
取
組

を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

問

本
市
は
、
人
権
都
市

宣
言
を
掲
げ
て
い
る
。
本

市
に
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
導
入
す
べ

き
。

答
　
福
岡
県
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
性
の
多

様
性
に
つ
い
て
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
性
的

指
向
や
性
自
認
に
か
か
わ

ら
ず
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
様
々
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

本
制
度
の
趣
旨
・
目
的
を

踏
ま
え
、
性
的
指
向
や
性

自
認
に
か
か
わ
ら
ず
、
人

生
を
共
に
し
た
い
人
と
安

心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
、
本

市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
導
入
に
つ
い
て

も
調
査
研
究
に
努
め
て
い

く
。

問
　
　パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
言
制
度
の
導
入
は
、

筑
紫
野
市
の
高
度
な
施
政

で
あ
る
と
と
も
に
国
に
対

す
る
啓
発
と
考
え
る
。
市

長
の
見
解
は
。

市
長
　
筑
紫
野
市
は
一
人

ひ
と
り
が
個
性
を
尊
重
さ

れ
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
制
度

に
つ
い
て
も
、
そ
の
趣

旨
・
目
的
を
踏
ま
え
、
性

の
多
様
性
を
認
め
合
い
、

性
的
指
向
や
性
自
認
に
か

か
わ
ら
ず
、
人
生
を
共
に

し
た
い
人
と
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
。

  

さ
ら
に
充
実
し
た

　
　
　取
組
を
推
進
し
て
い
く

  

趣
旨
目
的
を
踏
ま
え
、

　
　
　  

環
境
づ
く
り
を
推
進

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
　
　
　
宣
誓
制
度
を

古賀 新悟

人
権
尊
重

（－）

令和元年の環境フェア

避難訓練での炊き出し

市
長

問答

問答

問問 答

答

答

問答 答

問答

再
問
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筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

質 問 題 目   一 覧

３月定例会の一般質問では、13人の議員が27題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 西村　和子 議員
　①防災の推進について
　②脱炭素化カーボンニュートラルに向けて

■ 古賀　新悟 議員
　①防災対策強化について
　②人権尊重のまちづくりについて

■ 楢木　孝一 議員
　①防災対策について
　②職員の地域貢献活動休暇制度について

■ 段下　季一郎 議員
　①地震対策について
　②障がい児・障がい者福祉の充実について
　③ＡＥＤの設置促進について

■ 佐々木　忠孝 議員
　①ＪＲ原田駅前ロータリーの渋滞対策について

■ 赤司　祥一 議員
　①小学校のトイレ清掃について

■ 白石　卓也 議員
　①働き方改革・いわゆる2024年問題の対応に
　　ついて

■ 春口　茜 議員
　①観光振興とＤＸ推進について
　②起業支援について

■ 吉村　陽一 議員
　①大雨による水害対策について
　②筑紫野市部落差別の解消の推進に関する
　　条例について

■ 前田　倫宏 議員
　①災害時におけるトイレについて
　②こどもの療育について
　③筑紫野市文化会館について

■ 山本　加奈子 議員
　①障がいのある方への投票(選挙）支援について
　②不登校児童生徒・保護者への支援について

■ 辻本　美惠子　議員
　①地域共生の実現に向けて
　②健康づくりについて

■ 田中　允 議員
　①筑紫東小学校への学校選択制の拡充について
　②学校部活動の取り組みについて
　③市営住宅の改修改善等について
　④施政方針について

P.17

P.17

P.18

P.18

P.19

P.19

P.19

P.20

P.21

P.21

P.22

P.22

P.20

簡
易
包
装
と
ご
み
減
量

問

簡
易
包
装
に
よ
る
資

源
の
有
効
活
用
と
ご
み
減

量
は
、
全
庁
的
に
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。

答
　
資
源
の
有
効
活
用
と

ご
み
減
量
の
全
庁
的
な
推

進
に
つ
い
て
は
、
「
地
球

温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
お
よ
び
「
筑

紫
野
市
環
境
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
「
筑
紫
野
市
役

所
環
境
に
優
し
い
行
動
計

画
パ
ー
ト
Ⅴ
」
を
策
定
し
、

低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
市
が
行
う
事
務
事

業
の
全
て
を
対
象
に
、
環

境
へ
の
負
荷
を
低
減
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
率
先

し
て
実
行
す
る
行
動
指
針

と
し
て
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
各
部
か
ら
推
薦
さ
れ

た
職
員
に
よ
り
組
織
さ
れ

た
、
環
境
に
や
さ
し
い
行

動
推
進
会
議
を
設
置
し
、

取
り
組
み
内
容
の
点
検
や

評
価
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
さ
ら
に
充
実
し
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

問

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
市
民
の
意

識
向
上
の
た
め
に
環
境
フ

ェ
ア
を
更
に
充
実
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
　
環
境
フ
ェ
ア
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
環
境
に
関

す
る
市
民
意
識
の
向
上
は

重
要
と
考
え
る
の
で
、
多

く
の
市
民
に
参
加
い
た
だ

き
、
広
く
啓
発
で
き
る
よ

う
他
事
業
と
の
同
時
開
催

な
ど
を
含
め
、
充
実
し
た

フ
ェ
ア
の
開
催
に
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

市
一
斉
の
避
難
訓
練

問

避
難
は
、
命
を
守
る

大
変
重
要
行
動
で
あ
る
。

市
一
斉
に
行
政
区
ご
と
の

避
難
訓
練
を
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
現
在
、
地
域
で
は

様
々
な
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
地
域
に
お
け
る
様
々

な
取
組
を
継
続
し
て
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
現
時
点
で
は
実
施
す

る
予
定
は
な
い
。

問

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

行
政
区
で
実
施
さ
れ
て
い

る
防
災
の
取
組
の
課
題
を

解
決
す
る
方
向
性
は
。

答
　
様
々
な
取
組
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
と

し
て
は
、
そ
れ
ら
の
支
援

を
継
続
し
て
い
く
。

西村 和子

２
０
５
０
へ

（市民会議）

問

日
本
は
性
教
育
が
極

め
て
不
十
分
。
包
括
的
性

教
育
は
、
尊
厳
を
も
っ
て

生
き
る
こ
と
す
べ
て
に
か

か
わ
る
も
の
と
い
う
考
え

方
に
基
づ
く
も
の
。
本
市

で
も
、
包
括
的
性
教
育
を

推
進
す
べ
き
で
は
。

答
　
児
童
生
徒
が
性
に
関

し
て
正
し
く
理
解
す
る
と

と
も
に
、
生
命
と
一
人
ひ

と
り
の
人
権
を
尊
重
す
る

態
度
な
ど
を
発
達
段
階
に

応
じ
て
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
。
文
部
科

学
省
が
子
ど
も
た
ち
が
性

暴
力
の
加
害
者
、
被
害
者
、

傍
観
者
に
な
ら
な
い
こ
と

を
目
指
し
「
生
命
の
安
全

教
育
」
と
推
進
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
児
童
生

徒
が
自
他
を
尊
重
し
、
心

身
と
も
に
健
康
に
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
な
取
組

を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

問

本
市
は
、
人
権
都
市

宣
言
を
掲
げ
て
い
る
。
本

市
に
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
導
入
す
べ

き
。

答
　
福
岡
県
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
性
の
多

様
性
に
つ
い
て
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
性
的

指
向
や
性
自
認
に
か
か
わ

ら
ず
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
様
々
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

本
制
度
の
趣
旨
・
目
的
を

踏
ま
え
、
性
的
指
向
や
性

自
認
に
か
か
わ
ら
ず
、
人

生
を
共
に
し
た
い
人
と
安

心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
、
本

市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
導
入
に
つ
い
て

も
調
査
研
究
に
努
め
て
い

く
。

問
　
　パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
言
制
度
の
導
入
は
、

筑
紫
野
市
の
高
度
な
施
政

で
あ
る
と
と
も
に
国
に
対

す
る
啓
発
と
考
え
る
。
市

長
の
見
解
は
。

市
長
　
筑
紫
野
市
は
一
人

ひ
と
り
が
個
性
を
尊
重
さ

れ
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
制
度

に
つ
い
て
も
、
そ
の
趣

旨
・
目
的
を
踏
ま
え
、
性

の
多
様
性
を
認
め
合
い
、

性
的
指
向
や
性
自
認
に
か

か
わ
ら
ず
、
人
生
を
共
に

し
た
い
人
と
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
。

  

さ
ら
に
充
実
し
た

　
　
　取
組
を
推
進
し
て
い
く

  

趣
旨
目
的
を
踏
ま
え
、

　
　
　  

環
境
づ
く
り
を
推
進

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
　
　
　
宣
誓
制
度
を

古賀 新悟

人
権
尊
重

（－）

令和元年の環境フェア

避難訓練での炊き出し

市
長

問答

問答

問問 答

答

答

問答 答

問答

再
問
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問
　
大
地
震
に
備
え
、
家

庭
で
の
備
蓄
呼
び
か
け
を

子
ど
も
や
高
齢
者
向
け
な

ど
も
っ
と
細
か
く
分
け
、

か
つ
事
業
所
等
に
も
行
う

べ
き
。

答
　
家
庭
で
の
備
蓄
の
啓

発
は
広
報
紙
や
出
前
講
座

な
ど
を
通
し
て
行
っ
て
い

る
。
よ
り
分
か
り
や
す
い

周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
業
所
等
へ
も
啓
発
し
て

い
く
。

問
　
高
齢
者
等
の
た
め
に

旅
館
や
ホ
テ
ル
を
二
次
避

難
所
と
し
て
開
設
す
べ
き
。

答
　
被
害
状
況
に
よ
っ
て

は
制
約
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
様
々
な
課
題
を

整
理
す
る
。
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、

応
急
仮
設
住
宅
な
ど
の
提

供
を
県
と
協
力
連
携
し
進

め
る
。

問
　
避
難
所
で
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
感
染
症
の
調

査
・
評
価
を
行
う
の
か
。

関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に

連
携
し
活
動
す
る
の
か
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
版
の
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
則
り
、
感
染

症
対
応
を
行
う
。
緊
急
を

要
す
る
場
合
や
避
難
生
活

が
長
引
く
場
合
は
、
市
、

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
や
筑
紫
医
師
会
等
と
連

携
し
た
対
応
を
行
う
。

問
　
救
助
対
象
者
の
絞
り

込
み
の
た
め
、
安
否
不
明

者
情
報
を
公
表
す
べ
き
。

答
　
県
の
災
害
時
に
お
け

る
人
的
被
害
の
公
表
要
領

に
則
り
、
適
切
な
対
応
が

行
え
る
よ
う
努
め
る
。

問
　
大
災
害
時
、
り
災
証

明
書
を
発
行
す
る
調
査
員

の
不
足
が
予
測
さ
れ
る
。

何
人
の
調
査
員
が
必
要
な

の
か
。
不
足
す
る
場
合
は
。

答
　
具
体
的
な
調
査
員
の

必
要
人
数
を
想
定
す
る
こ

と
は
困
難
。
市
職
員
の
み

で
調
査
が
困
難
な
場
合
は
、

他
自
治
体
か
ら
の
応
援
を

要
請
す
る
。

職
員
地
域
貢
献
活
動

休
暇
制
度
の
取
組
は

問
　
市
職
員
も
自
治
会
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
の
活
動
が
期

待
さ
れ
る
。
地
域
貢
献
活

動
休
暇
を
創
設
す
べ
き
。

答
　
制
度
化
の
予
定
は
な

い
が
、
休
暇
対
象
と
な
る

活
動
内
容
や
取
得
で
き
る

期
間
等
、
調
査
研
究
に
努

め
る
と
と
も
に
、
国
や
県
、

近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

問

24
時
間
３
６
５
日
使

え
る
よ
う
に
小
中
学
校
の

屋
外
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

す
る
べ
き
で
は
。

答
　
本
市
の
各
小
中
学
校

に
は
、
校
舎
内
及
び
体
育

館
内
に
１
台
ず
つ
設
置
を

し
て
い
る
。
現
在
、
体
育

館
に
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
、
屋
外
で
の
活
用
も

想
定
し
て
い
る
が
、
体
育

館
開
放
時
の
み
に
限
定
さ

れ
る
。
緊
急
時
の
対
応
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
時
で

も
有
効
活
用
で
き
る
方
策

を
検
討
す
る
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

周
知
啓
発
を

問
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と

は
、
地
震
の
強
い
揺
れ
を

感
知
し
て
、
電
気
を
自
動

的
に
遮
断
す
る
機
器
。
一

般
的
な
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ

プ
は
５
千
円
程
度
。
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
周
知
啓
発

を
す
べ
き
で
は
。

答
　
地
震
発
生
時
の
火
災

発
生
を
予
防
す
る
手
段
と

し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
も
今
後
の

周
知
啓
発
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト

設
置
促
進
を

問
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー

ト
と
は
、
主
に
多
目
的
ト

イ
レ
内
に
設
置
さ
れ
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
お
む
つ

交
換
等
に
利
用
さ
れ
る
ほ

か
、
高
齢
者
や
子
ど
も
連

れ
の
方
な
ど
多
目
的
に
利

用
で
き
る
。
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
に
設
置
を
促
進
す

る
べ
き
で
は
。

答
　
「
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、

公
共
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
化
を
順
次
進
め
て
い
る

の
で
、
今
後
、
新
築
や
大

規
模
改
修
に
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

問
　
移
動
式
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
シ
ー
ト
と
テ
ン
ト
を

活
用
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
よ
り
多
く
の
人
が
イ

ベ
ン
ト
等
に
参
加
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
は
、

社
会
参
加
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
重
要
な
こ
と
と
考

え
る
の
で
、
既
存
の
備
品

等
を
活
用
し
導
入
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
庁
内
に

お
い
て
も
広
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ユニバーサルシート

JR原田駅前ロータリー

問
　
Ｊ
Ｒ
原
田
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
は
、
平
日
の
帰
宅

時
間
帯
に
お
い
て
、
送
迎

車
両
に
よ
る
渋
滞
が
慢
性

化
し
て
い
る
た
め
、
２
０

年
以
上
閉
鎖
さ
れ
た
ロ
ー

タ
リ
ー
内
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
等
を
活
用
で
き
な
い
か
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
Ｊ
Ｒ
原
田
駅
前
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

駅
前
広
場
に
必
要
と
す
る

自
家
用
車
の
一
時
駐
車
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
設
け
て
い

た
が
、
長
時
間
に
わ
た
る

駐
車
に
よ
り
一
時
利
用
が

妨
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
日
に
至
る
ま
で
閉
鎖
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
含
め
た
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
全
般
の
利
便
性
の
向
上

や
安
全
性
の
確
保
に
つ
い

て
、
警
察
や
鉄
道
管
理
者

と
協
議
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
継
続
し
て
進
め
て
い

く
。

市内小学校トイレ

旅
館
等
二
次
避
難
所
を

　
　
　
　
開
設
す
べ
き  

楢木 孝一

防
災
対
策

（つくし野）

原
田
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の

　
　
　
　
　
　
渋
滞
対
策

佐々木 忠孝

Ｊ
Ｒ
原
田
駅 （－）

問
　
小
学
校
の
ト
イ
レ
が

汚
い
と
感
じ
我
慢
す
る
児

童
が
い
る
現
状
を
把
握
し

て
い
る
か
。
実
態
調
査
を

実
施
す
べ
き
で
は
。

答
　
様
々
な
要
因
に
よ
り

学
校
で
ト
イ
レ
を
我
慢
す

る
児
童
が
い
る
こ
と
は
、

学
校
か
ら
の
情
報
提
供
等

に
よ
り
把
握
し
て
い
る
た

め
、
ト
イ
レ
利
用
の
実
態

調
査
は
考
え
て
い
な
い
。

ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
こ
と

は
、
健
康
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
後
も
排
せ
つ
の
大
切
さ

を
学
校
で
教
育
し
て
い
く

こ
と
が
、
最
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
便
器
洋
式
化
及
び
床

の
乾
式
化
で
短
時
間
で
の

掃
除
が
難
し
く
な
り
、
ま

た
、
昨
今
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
が
綺
麗
に
な
っ
た
こ

と
で
児
童
に
は
相
対
的
に

学
校
ト
イ
レ
が
汚
く
映
っ

て
い
る
。
ト
イ
レ
掃
除
の

一
部
を
清
掃
事
業
者
へ
外

部
委
託
で
き
な
い
か
。

答
　
学
校
現
場
を
確
認
し
、

児
童
の
ト
イ
レ
掃
除
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
な
ど

の
要
因
で
衛
生
環
境
に
課

題
が
あ
れ
ば
、
ト
イ
レ
掃

除
の
一
部
外
部
委
託
に
つ

い
て
、
学
校
と
協
議
し
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ト
イ
レ
清
掃
の
一
部
を

　
　
　
　
　
委
託
す
べ
き

赤司 祥一

小
学
校
清
掃 （つくし野） 

問
　
２
０
２
４
年
問
題
は
、

４
月
以
降
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
に
よ
り
、

①
企
業
の
仕
組
み
改
善
の

必
要
性

②
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
減

少
③
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

④
荷
主
の
運
賃
上
昇
な
ど

の
課
題
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
各
事
業
者
の
対

応
状
況
は
。

答
　
関
係
団
体
で
あ
る
公

益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
、
持
続
可
能

な
物
流
の
実
現
に
向
け
た

検
討
会
を
開
催
し
、
様
々

な
取
り
組
み
を
ま
と
め
て

い
る
。
国
は
、
経
済
産
業

省
、
農
林
水
産
省
、
国
土

交
通
省
が
連
名
で
「
物
流

の
適
正
化
・
生
産
性
向
上

に
向
け
た
荷
主
事
業
者
・

物
流
事
業
者
の
取
組
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
す
る
な
ど
、
こ
の
問

題
に
向
け
て
の
対
応
を
さ

れ
て
い
る
。

問
　
人
材
確
保
や
雇
用
促

進
に
繋
げ
る
た
め
の
取
り

組
み
を
施
策
化
し
て
は
。

答
　
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
な

ど
を
対
象
に
運
送
事
業
者

等
支
援
事
業
な
ど
各
種
支

援
事
業
を
令
和
３
年
度
か

ら
本
年
度
ま
で
市
独
自
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

貨
物
運
送
事
業
者
の
人
材

確
保
や
雇
用
促
進
支
援
に

つ
い
て
今
後
も
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

貨
物
運
送
事
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
支
援
は

白石 卓也

対
策
推
進
を （市民会議）

小
中
学
校
の
校
門
に

　
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

段下 季一郎段下 季一郎

人
命
救
助

（市民会議）

  

制
約
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

　
　
　
　
　課
題
を
整
理
す
る

  

有
効
活
用
で
き
る
方
策
を

　
　
　
　
　
　
　  

検
討
す
る

  

関
連
機
関
と
協
議
を

　
　
　
　
　
　
　継
続
し
て
い
く

  

学
校
と
協
議
の
上
、検
討
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　い
き
た
い

  

今
後
も
国
や
県
の
動
向
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　注
視
す
る

問問 問 答答

問問

問

答

問問 答答

問答 答

答

答

答

問

問答

答

答 問

問問 答

問答

答

答

答

答

答
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問
　
大
地
震
に
備
え
、
家

庭
で
の
備
蓄
呼
び
か
け
を

子
ど
も
や
高
齢
者
向
け
な

ど
も
っ
と
細
か
く
分
け
、

か
つ
事
業
所
等
に
も
行
う

べ
き
。

答
　
家
庭
で
の
備
蓄
の
啓

発
は
広
報
紙
や
出
前
講
座

な
ど
を
通
し
て
行
っ
て
い

る
。
よ
り
分
か
り
や
す
い

周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
業
所
等
へ
も
啓
発
し
て

い
く
。

問
　
高
齢
者
等
の
た
め
に

旅
館
や
ホ
テ
ル
を
二
次
避

難
所
と
し
て
開
設
す
べ
き
。

答
　
被
害
状
況
に
よ
っ
て

は
制
約
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
様
々
な
課
題
を

整
理
す
る
。
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、

応
急
仮
設
住
宅
な
ど
の
提

供
を
県
と
協
力
連
携
し
進

め
る
。

問
　
避
難
所
で
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
感
染
症
の
調

査
・
評
価
を
行
う
の
か
。

関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に

連
携
し
活
動
す
る
の
か
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
版
の
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
則
り
、
感
染

症
対
応
を
行
う
。
緊
急
を

要
す
る
場
合
や
避
難
生
活

が
長
引
く
場
合
は
、
市
、

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
や
筑
紫
医
師
会
等
と
連

携
し
た
対
応
を
行
う
。

問
　
救
助
対
象
者
の
絞
り

込
み
の
た
め
、
安
否
不
明

者
情
報
を
公
表
す
べ
き
。

答
　
県
の
災
害
時
に
お
け

る
人
的
被
害
の
公
表
要
領

に
則
り
、
適
切
な
対
応
が

行
え
る
よ
う
努
め
る
。

問
　
大
災
害
時
、
り
災
証

明
書
を
発
行
す
る
調
査
員

の
不
足
が
予
測
さ
れ
る
。

何
人
の
調
査
員
が
必
要
な

の
か
。
不
足
す
る
場
合
は
。

答
　
具
体
的
な
調
査
員
の

必
要
人
数
を
想
定
す
る
こ

と
は
困
難
。
市
職
員
の
み

で
調
査
が
困
難
な
場
合
は
、

他
自
治
体
か
ら
の
応
援
を

要
請
す
る
。

職
員
地
域
貢
献
活
動

休
暇
制
度
の
取
組
は

問
　
市
職
員
も
自
治
会
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
の
活
動
が
期

待
さ
れ
る
。
地
域
貢
献
活

動
休
暇
を
創
設
す
べ
き
。

答
　
制
度
化
の
予
定
は
な

い
が
、
休
暇
対
象
と
な
る

活
動
内
容
や
取
得
で
き
る

期
間
等
、
調
査
研
究
に
努

め
る
と
と
も
に
、
国
や
県
、

近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

問

24
時
間
３
６
５
日
使

え
る
よ
う
に
小
中
学
校
の

屋
外
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

す
る
べ
き
で
は
。

答
　
本
市
の
各
小
中
学
校

に
は
、
校
舎
内
及
び
体
育

館
内
に
１
台
ず
つ
設
置
を

し
て
い
る
。
現
在
、
体
育

館
に
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
、
屋
外
で
の
活
用
も

想
定
し
て
い
る
が
、
体
育

館
開
放
時
の
み
に
限
定
さ

れ
る
。
緊
急
時
の
対
応
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
時
で

も
有
効
活
用
で
き
る
方
策

を
検
討
す
る
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

周
知
啓
発
を

問
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と

は
、
地
震
の
強
い
揺
れ
を

感
知
し
て
、
電
気
を
自
動

的
に
遮
断
す
る
機
器
。
一

般
的
な
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ

プ
は
５
千
円
程
度
。
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
周
知
啓
発

を
す
べ
き
で
は
。

答
　
地
震
発
生
時
の
火
災

発
生
を
予
防
す
る
手
段
と

し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
も
今
後
の

周
知
啓
発
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト

設
置
促
進
を

問
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー

ト
と
は
、
主
に
多
目
的
ト

イ
レ
内
に
設
置
さ
れ
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
お
む
つ

交
換
等
に
利
用
さ
れ
る
ほ

か
、
高
齢
者
や
子
ど
も
連

れ
の
方
な
ど
多
目
的
に
利

用
で
き
る
。
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
に
設
置
を
促
進
す

る
べ
き
で
は
。

答
　
「
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、

公
共
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
化
を
順
次
進
め
て
い
る

の
で
、
今
後
、
新
築
や
大

規
模
改
修
に
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

問
　
移
動
式
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
シ
ー
ト
と
テ
ン
ト
を

活
用
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
よ
り
多
く
の
人
が
イ

ベ
ン
ト
等
に
参
加
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
は
、

社
会
参
加
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
重
要
な
こ
と
と
考

え
る
の
で
、
既
存
の
備
品

等
を
活
用
し
導
入
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
庁
内
に

お
い
て
も
広
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ユニバーサルシート

JR原田駅前ロータリー

問
　
Ｊ
Ｒ
原
田
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
は
、
平
日
の
帰
宅

時
間
帯
に
お
い
て
、
送
迎

車
両
に
よ
る
渋
滞
が
慢
性

化
し
て
い
る
た
め
、
２
０

年
以
上
閉
鎖
さ
れ
た
ロ
ー

タ
リ
ー
内
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
等
を
活
用
で
き
な
い
か
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
Ｊ
Ｒ
原
田
駅
前
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

駅
前
広
場
に
必
要
と
す
る

自
家
用
車
の
一
時
駐
車
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
設
け
て
い

た
が
、
長
時
間
に
わ
た
る

駐
車
に
よ
り
一
時
利
用
が

妨
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
日
に
至
る
ま
で
閉
鎖
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
含
め
た
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
全
般
の
利
便
性
の
向
上

や
安
全
性
の
確
保
に
つ
い

て
、
警
察
や
鉄
道
管
理
者

と
協
議
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
継
続
し
て
進
め
て
い

く
。

市内小学校トイレ

旅
館
等
二
次
避
難
所
を

　
　
　
　
開
設
す
べ
き  

楢木 孝一

防
災
対
策

（つくし野）

原
田
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の

　
　
　
　
　
　
渋
滞
対
策

佐々木 忠孝

Ｊ
Ｒ
原
田
駅 （－）

問
　
小
学
校
の
ト
イ
レ
が

汚
い
と
感
じ
我
慢
す
る
児

童
が
い
る
現
状
を
把
握
し

て
い
る
か
。
実
態
調
査
を

実
施
す
べ
き
で
は
。

答
　
様
々
な
要
因
に
よ
り

学
校
で
ト
イ
レ
を
我
慢
す

る
児
童
が
い
る
こ
と
は
、

学
校
か
ら
の
情
報
提
供
等

に
よ
り
把
握
し
て
い
る
た

め
、
ト
イ
レ
利
用
の
実
態

調
査
は
考
え
て
い
な
い
。

ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
こ
と

は
、
健
康
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
後
も
排
せ
つ
の
大
切
さ

を
学
校
で
教
育
し
て
い
く

こ
と
が
、
最
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
便
器
洋
式
化
及
び
床

の
乾
式
化
で
短
時
間
で
の

掃
除
が
難
し
く
な
り
、
ま

た
、
昨
今
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
が
綺
麗
に
な
っ
た
こ

と
で
児
童
に
は
相
対
的
に

学
校
ト
イ
レ
が
汚
く
映
っ

て
い
る
。
ト
イ
レ
掃
除
の

一
部
を
清
掃
事
業
者
へ
外

部
委
託
で
き
な
い
か
。

答
　
学
校
現
場
を
確
認
し
、

児
童
の
ト
イ
レ
掃
除
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
な
ど

の
要
因
で
衛
生
環
境
に
課

題
が
あ
れ
ば
、
ト
イ
レ
掃

除
の
一
部
外
部
委
託
に
つ

い
て
、
学
校
と
協
議
し
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ト
イ
レ
清
掃
の
一
部
を

　
　
　
　
　
委
託
す
べ
き

赤司 祥一

小
学
校
清
掃 （つくし野） 

問
　
２
０
２
４
年
問
題
は
、

４
月
以
降
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
に
よ
り
、

①
企
業
の
仕
組
み
改
善
の

必
要
性

②
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
減

少
③
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

④
荷
主
の
運
賃
上
昇
な
ど

の
課
題
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
各
事
業
者
の
対

応
状
況
は
。

答
　
関
係
団
体
で
あ
る
公

益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
、
持
続
可
能

な
物
流
の
実
現
に
向
け
た

検
討
会
を
開
催
し
、
様
々

な
取
り
組
み
を
ま
と
め
て

い
る
。
国
は
、
経
済
産
業

省
、
農
林
水
産
省
、
国
土

交
通
省
が
連
名
で
「
物
流

の
適
正
化
・
生
産
性
向
上

に
向
け
た
荷
主
事
業
者
・

物
流
事
業
者
の
取
組
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
す
る
な
ど
、
こ
の
問

題
に
向
け
て
の
対
応
を
さ

れ
て
い
る
。

問
　
人
材
確
保
や
雇
用
促

進
に
繋
げ
る
た
め
の
取
り

組
み
を
施
策
化
し
て
は
。

答
　
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
な

ど
を
対
象
に
運
送
事
業
者

等
支
援
事
業
な
ど
各
種
支

援
事
業
を
令
和
３
年
度
か

ら
本
年
度
ま
で
市
独
自
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

貨
物
運
送
事
業
者
の
人
材

確
保
や
雇
用
促
進
支
援
に

つ
い
て
今
後
も
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

貨
物
運
送
事
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
支
援
は

白石 卓也

対
策
推
進
を （市民会議）

小
中
学
校
の
校
門
に

　
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

段下 季一郎

人
命
救
助

（市民会議）

  

制
約
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

　
　
　
　
　課
題
を
整
理
す
る

  

有
効
活
用
で
き
る
方
策
を

　
　
　
　
　
　
　  

検
討
す
る

  
関
連
機
関
と
協
議
を

　
　
　
　
　
　
　継
続
し
て
い
く

  

学
校
と
協
議
の
上
、検
討
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　い
き
た
い

  

今
後
も
国
や
県
の
動
向
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　注
視
す
る

問問 問 答答

問問

問

答

問問 答答

問答 答

答

答

答

問

問答

答

答 問

問問 答

問答

答

答

答

答

答
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問
　
市
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立

と
紫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡

大
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
筑
紫
野
市
を
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
、
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
し
、
多
方
面
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
紫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
大
に

つ
い
て
、
筑
紫
野
市
商
工

会
が
紫
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
様
々
な
取
り
組

み
を
「
紫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
平
成
19
年
度

か
ら
実
施
し
、
市
も
そ
の

活
動
を
支
援
し
て
き
た
。

昨
年
度
は
、
「
紫
を
通
じ

た
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
向
上
に
よ
る
看
板
商
品

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

実
施
さ
れ
、
開
発
さ
れ
た

商
品
の
一
部
は
本
年
度
の

観
月
会
で
も
紹
介
、
販
売

さ
れ
る
な
ど
活
動
が
広
が

っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も

継
続
し
て
支
援
し
て
い
く
。

問
　
福
岡
、
太
宰
府
と
連

携
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
考

案
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

活
用
を
し
て
は
。

答
　
近
隣
自
治
体
と
の
連

携
は
重
要
で
あ
り
、
今
後

も
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

観
光
振
興
策
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
、
そ
の

中
で
検
討
す
る
。

起
業
支
援
を

問
　
市
在
住
の
女
性
と
若

者
の
起
業
支
援
（
ス
モ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
）
を
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

本
市
独
自
の
創
業
支

援
事
業
と
し
て
「
筑
紫
野

市
空
き
店
舗
利
用
促
進
事

業
補
助
金
制
度
」
を
平
成

22
年
度
か
ら
実
施
。
以
降

38
件
の
申
請
を
受
け
た
が
、

特
に
令
和
に
入
っ
て
か
ら

の
申
請
９
件
の
う
ち
、
５

件
が
女
性
や
若
い
世
代
の

事
業
主
に
よ
る
起
業
だ
っ

た
。
ま
た
、
人
権
政
策
・

男
女
共
同
参
画
課
主
催
に

よ
る
「
女
性
の
た
め
の

起
業
＆
経
営
応
援
セ
ミ

ナ
ー
」
の
実
施
や
、
商
工

会
が
主
催
し
て
市
も
支
援

し
て
い
る
「
筑
紫
野
創
業

塾
」
で
は
令
和
４
年
度
に

78
件
、
令
和
５
年
度
の
現

時
点
で
28
件
の
方
々
が
受

講
。
起
業
支
援
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
推
進
す
る

と
と
も
に
国
、
県
、
他
自

治
体
の
事
例
を
注
視
し
な

が
ら
、
女
性
や
若
者
に
届

き
や
す
い
周
知
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
な
ど
情
報
化
の
進
展

に
伴
い
、
新
た
な
差
別
情

報
の
拡
散
と
い
う
深
刻
な

課
題
も
あ
る
が
、
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
に
相
談
体
制
の
充

実
と
あ
る
が
充
実
は
図
ら

れ
て
い
る
か
。

答
　
差
別
的
な
問
い
合
わ

せ
に
係
る
相
談
に
つ
い
て

は
全
て
の
部
署
に
お
い
て
、

全
職
員
が
日
頃
か
ら
同
和

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人

権
問
題
全
般
に
関
心
を
持

ち
、
自
ら
研
鑽
に
努
め
て

い
る
。
今
後
も
、
差
別
的

な
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
貴
重
な
啓
発
の
機
会

と
と
ら
え
、
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

問
　
条
例
に
必
要
な
教
育

と
啓
発
を
行
う
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
市
内
全
小
中
学
校
で

の
教
育
に
あ
た
っ
て
、
部

落
差
別
に
対
す
る
正
し
い

認
識
を
も
っ
た
児
童
生
徒

の
育
成
を
図
る
た
め

「
社
会
科
学
習
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
こ

れ
を
活
用
し
た
授
業
実
践

を
行
う
こ
と
に
よ
り
人

権
・
同
和
教
育
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

水
害
対
策

問
　
田
ん
ぼ
や
土
で
覆
わ

れ
た
地
面
は
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
変

わ
り
、
雨
水
が
局
所
的
に

集
ま
り
、
洪
水
や
内
水
氾

濫
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

大
雨
に
よ
る
雨
水
分
散
の

た
め
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

整
備
事
業
補
助
金
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

答
　
補
助
制
度
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
、
福
岡

県
内
で
も
少
な
く
、
制
度

利
用
者
も
わ
ず
か
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
事
業
の
効

果
等
を
含
め
て
今
後
の
研

究
課
題
と
さ
せ
て
い
だ
だ

く
。

問
　
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
購

入
補
助
事
業
は
雨
水
の
流

出
抑
制
に
も
繋
が
る
た
め

補
助
金
の
増
額
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
３
万
円
を
限
度

額
と
し
て
購
入
価
格
の
２

分
の
１
を
交
付
し
て
い
る

が
、
今
後
の
補
助
申
請
件

数
及
び
近
隣
自
治
体
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

「
紫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
　
　拡
大
を

春口 茜

観
光
振
興

（市民会議）

部
落
差
別
解
消
推
進

条
例
の
推
進
の
具
体
化

吉村 陽一

人
権
尊
重

（市民会議）

問
　
文
化
会
館
は
、
間
も

な
く
40
周
年
を
迎
え
る
。

筑
紫
地
区
５
市
で
同
様
の

施
設
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

本
市
の
み
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
が
な
い
状
況
。
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点

か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

の
設
置
が
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

答
　
筑
紫
野
市
文
化
会
館

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
の
必
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、
今
後
も
進
め
て

い
く
が
、
構
造
上
の
課
題

な
ど
が
あ
り
、
施
設
の
大

規
模
改
修
等
の
際
に
併
せ

て
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
ト
イ
レ
へ
の
段
差
の

解
消
と
一
般
ト
イ
レ
及
び

オ
ス
ト
メ
イ
ト
や
乳
幼
児

に
も
対
応
で
き
る
多
機
能

ト
イ
レ
の
改
修
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
今
後
も
可
能
な
改
修

等
は
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
子
育
て
中
の
方
々
が

安
心
し
て
施
設
を
利
用
で

き
る
よ
う
「
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
」
や
「
託
児
サ
ー

ビ
ス
」
の
専
用
の
場
所
を

設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答
　
当
面
は
現
在
の
運
用

を
継
続
し
、
よ
り
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
に
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
新

設
は
、
施
設
の
大
規
模
改

修
等
の
際
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
の
療
育
相
談

問
　
相
談
件
数
は
増
加
傾

向
で
、
２
ヶ
月
以
上
の
待

ち
状
況
。
療
育
に
は
、
早

期
の
発
見
が
重
要
で
、
迅

速
か
つ
適
切
に
応
じ
る
相

談
支
援
体
制
が
必
要
で
あ

る
。
専
門
職
員
を
増
員
す

る
な
ど
新
た
に
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
令
和
６
年
度
か
ら
は

相
談
員
１
名
を
増
員
し
て

４
名
体
制
と
し
、
相
談
員

体
制
の
拡
充
を
図
る
予
定

と
し
て
い
る
。
電
話
に
よ

る
相
談
は
随
時
受
け
て
い

る
が
、
面
談
対
応
は
ご
指

摘
の
と
お
り
待
ち
期
間
を

２
ヶ
月
以
上
頂
く
こ
と
も

あ
る
の
で
、
今
後
は
１
ヶ

月
程
度
と
な
る
よ
う
取
り

組
む
な
ど
、
引
き
続
き
、

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も

へ
の
相
談
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
て
い
く
。

問
　
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

選
挙
で
投
票
所
の
緊
張
感

の
あ
る
雰
囲
気
に
な
じ
め

ず
投
票
で
き
ず
に
帰
っ
て

こ
ら
れ
た
と
伺
っ
た
。
投

票
（
選
挙
）
支
援
カ
ー
ド

や
、
困
り
ご
と
を
絵
や
文

字
で
表
示
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ―

ド
の
導

入
が
で
き
な
い
か
。

答
　
障
が
い
の
あ
る
方
が

ど
の
よ
う
な
手
助
け
を
求

め
て
い
る
の
か
伝
え
や
す

い
環
境
の
醸
成
と
併
せ
て
、

代
理
投
票
制
度
等
の
更
な

る
周
知
に
寄
与
す
る
手
段

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
・

保
護
者
へ
の
支
援

問
　
高
松
市
は
新
学
習
指

導
要
領
に
準
拠
し
た
ア
プ

リ
を
導
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム
を
無
料
で
提
供
。
小

学
１
年
か
ら
中
学
３
年
迄

の
教
科
で
、
つ
ま
ず
い
た

所
か
ら
学
び
直
す
こ
と
も

で
き
る
。
学
び
の
機
会
確

保
に
向
け
、
見
解
を
伺
う
。

答
　
現
時
点
で
導
入
の
計

画
は
な
い
が
、
不
登
校
児

童
生
徒
を
含
め
た
全
て
の

児
童
生
徒
の
個
別
最
適
な

学
び
を
支
援
す
る
デ
ジ
タ

ル
教
材
等
の
導
入
の
調
査

研
究
を
進
め
て
い
る
。

問
　
低
学
年
だ
と
置
い
て

行
け
ず
仕
事
に
行
け
な
い

等
、
日
中
の
居
場
所
は
と

て
も
重
要
。
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
等
と
し
て
「
つ
く

し
学
級
」
を
開
設
し
て
い

る
が
、
現
状
と
課
題
は
。

答
　
令
和
６
年
１
月
末
時

点
で
利
用
者
数
は
正
式
入

級
者
６
名
、
体
験
入
級
者

９
名
。
課
題
は
利
用
者
数

が
増
加
傾
向
の
た
め
、
今

後
、
体
制
面
の
強
化
等
の

検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
　
つ
く
し
学
級
の
広

さ
か
ら
人
数
に
限
り
が
あ

る
。
大
野
城
市
が
24
年
度

か
ら
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

通
う
授
業
料
等
の
２
分
の

１
月
額
１
万
円
を
上
限
に

補
助
す
る
方
針
を
発
表
し

た
。
経
済
的
な
理
由
で
諦

め
な
く
て
も
よ
い
環
境
整

備
が
必
要
で
は
。

答
　
現
時
点
で
予
定
は
な

い
が
、
全
国
で
い
く
つ
か

の
自
治
体
で
支
援
の
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

昇
降
機
の
設
置
や

　
　ト
イ
レ
の
改
修
を

前田 倫宏

文
化
会
館

（つくし野）

投
票
支
援
カ
ー
ド
等
の

　
　
　
　
　
　導
入
を

山本 加奈子

投
票
支
援

（公明党）

  

商
工
会
へ
今
後
も
継
続
し
て

　
　
　活
動
を
支
援
し
て
い
く

  

相
談
体
制
の
充
実
と
教
育・

　
　
　
　
　   

啓
発
に
努
め
る

  

今
後
、導
入
に
つ
い
て
検
討

　
　
　
　
　
　し
て
い
き
た
い

  

大
規
模
改
修
等
の
際
に

　
　  

実
施
し
た
い
と
考
え
る

問問 答答

問

問問

答

問問 答

答

答

答 答

問問 答

問問

問

答答

問 答答

答 答問

答

答答

答

再
問
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問
　
市
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立

と
紫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡

大
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
筑
紫
野
市
を
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
、
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
し
、
多
方
面
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
紫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
大
に

つ
い
て
、
筑
紫
野
市
商
工

会
が
紫
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
様
々
な
取
り
組

み
を
「
紫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
平
成
19
年
度

か
ら
実
施
し
、
市
も
そ
の

活
動
を
支
援
し
て
き
た
。

昨
年
度
は
、
「
紫
を
通
じ

た
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
向
上
に
よ
る
看
板
商
品

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

実
施
さ
れ
、
開
発
さ
れ
た

商
品
の
一
部
は
本
年
度
の

観
月
会
で
も
紹
介
、
販
売

さ
れ
る
な
ど
活
動
が
広
が

っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も

継
続
し
て
支
援
し
て
い
く
。

問
　
福
岡
、
太
宰
府
と
連

携
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
考

案
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

活
用
を
し
て
は
。

答
　
近
隣
自
治
体
と
の
連

携
は
重
要
で
あ
り
、
今
後

も
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

観
光
振
興
策
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
、
そ
の

中
で
検
討
す
る
。

起
業
支
援
を

問
　
市
在
住
の
女
性
と
若

者
の
起
業
支
援
（
ス
モ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
）
を
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

本
市
独
自
の
創
業
支

援
事
業
と
し
て
「
筑
紫
野

市
空
き
店
舗
利
用
促
進
事

業
補
助
金
制
度
」
を
平
成

22
年
度
か
ら
実
施
。
以
降

38
件
の
申
請
を
受
け
た
が
、

特
に
令
和
に
入
っ
て
か
ら

の
申
請
９
件
の
う
ち
、
５

件
が
女
性
や
若
い
世
代
の

事
業
主
に
よ
る
起
業
だ
っ

た
。
ま
た
、
人
権
政
策
・

男
女
共
同
参
画
課
主
催
に

よ
る
「
女
性
の
た
め
の

起
業
＆
経
営
応
援
セ
ミ

ナ
ー
」
の
実
施
や
、
商
工

会
が
主
催
し
て
市
も
支
援

し
て
い
る
「
筑
紫
野
創
業

塾
」
で
は
令
和
４
年
度
に

78
件
、
令
和
５
年
度
の
現

時
点
で
28
件
の
方
々
が
受

講
。
起
業
支
援
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
推
進
す
る

と
と
も
に
国
、
県
、
他
自

治
体
の
事
例
を
注
視
し
な

が
ら
、
女
性
や
若
者
に
届

き
や
す
い
周
知
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
な
ど
情
報
化
の
進
展

に
伴
い
、
新
た
な
差
別
情

報
の
拡
散
と
い
う
深
刻
な

課
題
も
あ
る
が
、
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
に
相
談
体
制
の
充

実
と
あ
る
が
充
実
は
図
ら

れ
て
い
る
か
。

答
　
差
別
的
な
問
い
合
わ

せ
に
係
る
相
談
に
つ
い
て

は
全
て
の
部
署
に
お
い
て
、

全
職
員
が
日
頃
か
ら
同
和

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人

権
問
題
全
般
に
関
心
を
持

ち
、
自
ら
研
鑽
に
努
め
て

い
る
。
今
後
も
、
差
別
的

な
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
貴
重
な
啓
発
の
機
会

と
と
ら
え
、
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

問
　
条
例
に
必
要
な
教
育

と
啓
発
を
行
う
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
市
内
全
小
中
学
校
で

の
教
育
に
あ
た
っ
て
、
部

落
差
別
に
対
す
る
正
し
い

認
識
を
も
っ
た
児
童
生
徒

の
育
成
を
図
る
た
め

「
社
会
科
学
習
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
こ

れ
を
活
用
し
た
授
業
実
践

を
行
う
こ
と
に
よ
り
人

権
・
同
和
教
育
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

水
害
対
策

問
　
田
ん
ぼ
や
土
で
覆
わ

れ
た
地
面
は
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
変

わ
り
、
雨
水
が
局
所
的
に

集
ま
り
、
洪
水
や
内
水
氾

濫
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

大
雨
に
よ
る
雨
水
分
散
の

た
め
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

整
備
事
業
補
助
金
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

答
　
補
助
制
度
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
、
福
岡

県
内
で
も
少
な
く
、
制
度

利
用
者
も
わ
ず
か
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
事
業
の
効

果
等
を
含
め
て
今
後
の
研

究
課
題
と
さ
せ
て
い
だ
だ

く
。

問
　
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
購

入
補
助
事
業
は
雨
水
の
流

出
抑
制
に
も
繋
が
る
た
め

補
助
金
の
増
額
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
３
万
円
を
限
度

額
と
し
て
購
入
価
格
の
２

分
の
１
を
交
付
し
て
い
る

が
、
今
後
の
補
助
申
請
件

数
及
び
近
隣
自
治
体
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

「
紫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
　
　拡
大
を

春口 茜

観
光
振
興

（市民会議）

部
落
差
別
解
消
推
進

条
例
の
推
進
の
具
体
化

吉村 陽一

人
権
尊
重

（市民会議）

問
　
文
化
会
館
は
、
間
も

な
く
40
周
年
を
迎
え
る
。

筑
紫
地
区
５
市
で
同
様
の

施
設
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

本
市
の
み
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
が
な
い
状
況
。
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点

か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

の
設
置
が
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

答
　
筑
紫
野
市
文
化
会
館

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
の
必
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、
今
後
も
進
め
て

い
く
が
、
構
造
上
の
課
題

な
ど
が
あ
り
、
施
設
の
大

規
模
改
修
等
の
際
に
併
せ

て
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
ト
イ
レ
へ
の
段
差
の

解
消
と
一
般
ト
イ
レ
及
び

オ
ス
ト
メ
イ
ト
や
乳
幼
児

に
も
対
応
で
き
る
多
機
能

ト
イ
レ
の
改
修
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
今
後
も
可
能
な
改
修

等
は
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
子
育
て
中
の
方
々
が

安
心
し
て
施
設
を
利
用
で

き
る
よ
う
「
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
」
や
「
託
児
サ
ー

ビ
ス
」
の
専
用
の
場
所
を

設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答
　
当
面
は
現
在
の
運
用

を
継
続
し
、
よ
り
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
に
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
新

設
は
、
施
設
の
大
規
模
改

修
等
の
際
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
の
療
育
相
談

問
　
相
談
件
数
は
増
加
傾

向
で
、
２
ヶ
月
以
上
の
待

ち
状
況
。
療
育
に
は
、
早

期
の
発
見
が
重
要
で
、
迅

速
か
つ
適
切
に
応
じ
る
相

談
支
援
体
制
が
必
要
で
あ

る
。
専
門
職
員
を
増
員
す

る
な
ど
新
た
に
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
令
和
６
年
度
か
ら
は

相
談
員
１
名
を
増
員
し
て

４
名
体
制
と
し
、
相
談
員

体
制
の
拡
充
を
図
る
予
定

と
し
て
い
る
。
電
話
に
よ

る
相
談
は
随
時
受
け
て
い

る
が
、
面
談
対
応
は
ご
指

摘
の
と
お
り
待
ち
期
間
を

２
ヶ
月
以
上
頂
く
こ
と
も

あ
る
の
で
、
今
後
は
１
ヶ

月
程
度
と
な
る
よ
う
取
り

組
む
な
ど
、
引
き
続
き
、

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も

へ
の
相
談
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
て
い
く
。

問
　
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

選
挙
で
投
票
所
の
緊
張
感

の
あ
る
雰
囲
気
に
な
じ
め

ず
投
票
で
き
ず
に
帰
っ
て

こ
ら
れ
た
と
伺
っ
た
。
投

票
（
選
挙
）
支
援
カ
ー
ド

や
、
困
り
ご
と
を
絵
や
文

字
で
表
示
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ―

ド
の
導

入
が
で
き
な
い
か
。

答
　
障
が
い
の
あ
る
方
が

ど
の
よ
う
な
手
助
け
を
求

め
て
い
る
の
か
伝
え
や
す

い
環
境
の
醸
成
と
併
せ
て
、

代
理
投
票
制
度
等
の
更
な

る
周
知
に
寄
与
す
る
手
段

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
・

保
護
者
へ
の
支
援

問
　
高
松
市
は
新
学
習
指

導
要
領
に
準
拠
し
た
ア
プ

リ
を
導
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム
を
無
料
で
提
供
。
小

学
１
年
か
ら
中
学
３
年
迄

の
教
科
で
、
つ
ま
ず
い
た

所
か
ら
学
び
直
す
こ
と
も

で
き
る
。
学
び
の
機
会
確

保
に
向
け
、
見
解
を
伺
う
。

答
　
現
時
点
で
導
入
の
計

画
は
な
い
が
、
不
登
校
児

童
生
徒
を
含
め
た
全
て
の

児
童
生
徒
の
個
別
最
適
な

学
び
を
支
援
す
る
デ
ジ
タ

ル
教
材
等
の
導
入
の
調
査

研
究
を
進
め
て
い
る
。

問
　
低
学
年
だ
と
置
い
て

行
け
ず
仕
事
に
行
け
な
い

等
、
日
中
の
居
場
所
は
と

て
も
重
要
。
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
等
と
し
て
「
つ
く

し
学
級
」
を
開
設
し
て
い

る
が
、
現
状
と
課
題
は
。

答
　
令
和
６
年
１
月
末
時

点
で
利
用
者
数
は
正
式
入

級
者
６
名
、
体
験
入
級
者

９
名
。
課
題
は
利
用
者
数

が
増
加
傾
向
の
た
め
、
今

後
、
体
制
面
の
強
化
等
の

検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
　
つ
く
し
学
級
の
広

さ
か
ら
人
数
に
限
り
が
あ

る
。
大
野
城
市
が
24
年
度

か
ら
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

通
う
授
業
料
等
の
２
分
の

１
月
額
１
万
円
を
上
限
に

補
助
す
る
方
針
を
発
表
し

た
。
経
済
的
な
理
由
で
諦

め
な
く
て
も
よ
い
環
境
整

備
が
必
要
で
は
。

答
　
現
時
点
で
予
定
は
な

い
が
、
全
国
で
い
く
つ
か

の
自
治
体
で
支
援
の
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

昇
降
機
の
設
置
や

　
　ト
イ
レ
の
改
修
を

前田 倫宏

文
化
会
館

（つくし野）

投
票
支
援
カ
ー
ド
等
の

　
　
　
　
　
　導
入
を

山本 加奈子山本 加奈子

投
票
支
援

（公明党）

  

商
工
会
へ
今
後
も
継
続
し
て

　
　
　活
動
を
支
援
し
て
い
く

  

相
談
体
制
の
充
実
と
教
育・

　
　
　
　
　   

啓
発
に
努
め
る

  

今
後
、導
入
に
つ
い
て
検
討

　
　
　
　
　
　し
て
い
き
た
い

  

大
規
模
改
修
等
の
際
に

　
　  

実
施
し
た
い
と
考
え
る

問問 答答

問

問問

答

問問 答

答

答

答 答

問問 答

問問

問

答答

問 答答

答 答問

答

答答

答

再
問
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令和６年５月15日（水）14:00～16:00
・筑紫南コミュニティセンター　視聴覚室　　  1班
・山口コミュニティセンター　　学習室 １･２ 3班

令和６年５月15日（水）19:00～21:00
・筑紫コミュニティセンター　学習室１･２　  1班
・二日市東コミュニティセンター　視聴覚室　  2班

令和６年５月19日（日）14:00～16:00
・二日市コミュニティセンター　大研修室　　  1班
・御笠コミュニティセンター　　視聴覚室　　  2班
・山家コミュニティセンター　　学習室１･２  3班

議員の構成
１班：辻本美惠子、山本加奈子、古賀新悟、段下季一郎、楢木孝一、佐々木忠孝、
　　　吉村陽一
２班：田中允、西村和子、白石卓也、八尋一男、城　健二、坂口勝彦、前田倫宏
３班：横尾秋洋、上村和男、髙原良視、原口政信、宮﨑吉弘、赤司祥一、春口茜
※赤司泰一議長は全会場に出席します。

問い合わせ先：筑紫野市議会事務局　☎092-929-5399

議会って何をしているの？
そんな疑問にお答えするため、
筑紫野市議会の活動を皆様にご報告する議会報告会と、
皆様からの声を議会活動に反映させるための意見交換会を開催します。
たくさんのご意見をお聞かせください！

プログラム ①議会からの報告　②意見交換会

受付は開始15分前からです。事前の予約はいりません。

※

出
典
・
厚
生
労
働
省
H
P
よ
り

問
　
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
須
。

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
高
齢
者
支

援
を
主
眼
に
置
き
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

を
進
め
て
き
た
。
生
活
支

援
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
の
圏
域
を
第
２

層
と
捉
え
、
地
域
で
の
会

議
な
ど
で
協
議
を
行
っ
て

い
る
。

問
　
　
生
活
支
援
の
構
想

と
第
２
層
協
議
体
の
形
を

明
確
に
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
　
来
年
度
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

増
員
し
地
域
の
実
情
に
合

っ
た
生
活
支
援
体
制
の
整

備
に
努
め
て
い
く
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の

圏
域
を
第
２
層
と
捉
え
、

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
し

っ
か
り
連
携
し
、
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　
基
幹
型
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
基
幹
型
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
役
割
が

中
核
的
な
位
置
づ
け
で
あ

る
た
め
、
業
務
の
多
様
性
、

困
難
性
な
ど
、
高
齢
者
の

増
加
に
伴
う
実
情
に
応
じ

て
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
地
域
共
生
社
会
を
地

域
福
祉
計
画
に
位
置
づ
け

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
　
地
域
共
生
社
会
の
実

現
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
総
合
計
画
、
分
野
別

計
画
と
整
合
性
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
を
次
期
計

画
に
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
多
機
関
協
働
の
場
や

参
加
支
援
等
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問
　
　
「
地
域
共
生
社

会
」
と
い
う
言
葉
で
く
く

れ
る
担
当
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
社
協
の
体

制
が
重
要
に
な
る
と
思
う

が
、
市
と
社
協
に
ど
の
よ

う
な
専
門
職
が
必
要
か
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
　
地
域
共
生
社
会
に

関
す
る
部
署
に
つ
い
て
は

事
業
の
進
捗
状
況
を
見
な

が
ら
、
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
検
討
し
て
い
く
。
専

門
職
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
事
業
化
を
進
め
る
に

当
た
り
、
併
せ
て
検
討
し

て
い
く
。

問
　
新
庁
舎
の
建
設
に
際

し
て
は
、
九
州
森
永
乳
業

跡
地
の
取
得
に
約
10
億
円
、

建
築
工
事
費
に
約
59
億
円

と
い
う
高
額
な
予
算
を
投

じ
た
が
、
こ
の
原
動
力
と

な
っ
た
の
は
市
民
の
声
で

あ
る
。

　
平
成
23
年
11
月
に
行
っ

た
市
庁
舎
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
73.

１
％

の
市
民
が
建
設
に
賛
成
で

あ
り
、
そ
の
後
押
し
が
あ

っ
た
こ
と
で
市
庁
舎
建
設

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。

　
近
年
の
地
価
高
騰
の
状

況
を
踏
ま
え
る
と
、
庁
舎

建
設
を
大
き
く
上
回
る
予

算
が
必
要
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
市
民

の
声
や
意
見
を
聞
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　
用
地
の
取
得
に
あ
た
り
、

想
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
や

デ
メ
リ
ッ
ト
を
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
想
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
将
来
的
な

都
市
機
能
の
集
約
化
や
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、

新
た
な
公
共
施
設
の
整
備

の
検
討
な
ど
、
行
政
主
導

で
土
地
利
用
が
図
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
現
時
点
で
土
地

利
用
計
画
や
そ
れ
に
伴
う

財
政
負
担
の
詳
細
を
示
す

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
用
地
取
得
に
向
け
て
協

議
を
始
め
た
段
階
で
あ
り
、

ま
ず
は
、
価
格
や
条
件
等

の
詳
細
に
つ
い
て
協
議
、

交
渉
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

再
問
　
市
庁
舎
移
転
、
新

築
等
に
関
し
て
は
、
森
永

跡
地
の
土
地
購
入
費
も
含

め
約
70
億
円
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
購

入
費
が
、
20
年
も
か
け
て

検
討
し
て
き
た
市
庁
舎
建

設
と
同
じ
よ
う
な
金
額
で

あ
る
。

　
こ
れ
を
わ
ず
か
半
年
ほ

ど
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
早
計
で
は
な
い

か
。
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
再
度
取
り
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
極
め
て
限
ら
れ
た

期
間
で
協
議
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

　
用
地
取
得
に
際
し
て
は
、

将
来
世
代
へ
の
負
担
を
強

い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

本
市
の
財
政
状
況
に
十
分

留
意
し
法
令
に
の
っ
と
り

適
正
に
判
断
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
担
当
が

　
　
　
　
　
必
要
で
は

辻本 美惠子辻本 美惠子

地
域
共
生

（市民会議）

市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

　
　
　
　
実
施
し
て
は

田中 允

Ｊ
Ｔ
跡
地

（－）

  

事
業
の
進
捗
状
況
を
見
て

　
　
　
　
　必
要
に
応
じ
検
討

  

限
ら
れ
た
期
間
で
協
議
を

　
　   

行
う
た
め
困
難
で
あ
る

JT九州工場跡地
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意
見
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会

問問

問

答

答
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答
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答

答

問

答

答

答

再
問

再
問

再
問

市
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令和６年５月15日（水）14:00～16:00
・筑紫南コミュニティセンター　視聴覚室　　  1班
・山口コミュニティセンター　　学習室 １･２ 3班

令和６年５月15日（水）19:00～21:00
・筑紫コミュニティセンター　学習室１･２　  1班
・二日市東コミュニティセンター　視聴覚室　  2班

令和６年５月19日（日）14:00～16:00
・二日市コミュニティセンター　大研修室　　  1班
・御笠コミュニティセンター　　視聴覚室　　  2班
・山家コミュニティセンター　　学習室１･２  3班

議員の構成
１班：辻本美惠子、山本加奈子、古賀新悟、段下季一郎、楢木孝一、佐々木忠孝、
　　　吉村陽一
２班：田中允、西村和子、白石卓也、八尋一男、城　健二、坂口勝彦、前田倫宏
３班：横尾秋洋、上村和男、髙原良視、原口政信、宮﨑吉弘、赤司祥一、春口茜
※赤司泰一議長は全会場に出席します。

問い合わせ先：筑紫野市議会事務局　☎092-929-5399

議会って何をしているの？
そんな疑問にお答えするため、
筑紫野市議会の活動を皆様にご報告する議会報告会と、
皆様からの声を議会活動に反映させるための意見交換会を開催します。
たくさんのご意見をお聞かせください！

プログラム ①議会からの報告　②意見交換会

受付は開始15分前からです。事前の予約はいりません。

※

出
典
・
厚
生
労
働
省
H
P
よ
り

問
　
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
須
。

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
高
齢
者
支

援
を
主
眼
に
置
き
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

を
進
め
て
き
た
。
生
活
支

援
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
の
圏
域
を
第
２

層
と
捉
え
、
地
域
で
の
会

議
な
ど
で
協
議
を
行
っ
て

い
る
。

問
　
　
生
活
支
援
の
構
想

と
第
２
層
協
議
体
の
形
を

明
確
に
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
　
来
年
度
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

増
員
し
地
域
の
実
情
に
合

っ
た
生
活
支
援
体
制
の
整

備
に
努
め
て
い
く
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の

圏
域
を
第
２
層
と
捉
え
、

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
し

っ
か
り
連
携
し
、
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　
基
幹
型
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
基
幹
型
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
役
割
が

中
核
的
な
位
置
づ
け
で
あ

る
た
め
、
業
務
の
多
様
性
、

困
難
性
な
ど
、
高
齢
者
の

増
加
に
伴
う
実
情
に
応
じ

て
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
地
域
共
生
社
会
を
地

域
福
祉
計
画
に
位
置
づ
け

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
　
地
域
共
生
社
会
の
実

現
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
総
合
計
画
、
分
野
別

計
画
と
整
合
性
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
を
次
期
計

画
に
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
多
機
関
協
働
の
場
や

参
加
支
援
等
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問
　
　
「
地
域
共
生
社

会
」
と
い
う
言
葉
で
く
く

れ
る
担
当
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
社
協
の
体

制
が
重
要
に
な
る
と
思
う

が
、
市
と
社
協
に
ど
の
よ

う
な
専
門
職
が
必
要
か
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
　
地
域
共
生
社
会
に

関
す
る
部
署
に
つ
い
て
は

事
業
の
進
捗
状
況
を
見
な

が
ら
、
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
検
討
し
て
い
く
。
専

門
職
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
事
業
化
を
進
め
る
に

当
た
り
、
併
せ
て
検
討
し

て
い
く
。

問
　
新
庁
舎
の
建
設
に
際

し
て
は
、
九
州
森
永
乳
業

跡
地
の
取
得
に
約
10
億
円
、

建
築
工
事
費
に
約
59
億
円

と
い
う
高
額
な
予
算
を
投

じ
た
が
、
こ
の
原
動
力
と

な
っ
た
の
は
市
民
の
声
で

あ
る
。

　
平
成
23
年
11
月
に
行
っ

た
市
庁
舎
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
73.

１
％

の
市
民
が
建
設
に
賛
成
で

あ
り
、
そ
の
後
押
し
が
あ

っ
た
こ
と
で
市
庁
舎
建
設

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。

　
近
年
の
地
価
高
騰
の
状

況
を
踏
ま
え
る
と
、
庁
舎

建
設
を
大
き
く
上
回
る
予

算
が
必
要
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
市
民

の
声
や
意
見
を
聞
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　
用
地
の
取
得
に
あ
た
り
、

想
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
や

デ
メ
リ
ッ
ト
を
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
想
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
将
来
的
な

都
市
機
能
の
集
約
化
や
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、

新
た
な
公
共
施
設
の
整
備

の
検
討
な
ど
、
行
政
主
導

で
土
地
利
用
が
図
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
現
時
点
で
土
地

利
用
計
画
や
そ
れ
に
伴
う

財
政
負
担
の
詳
細
を
示
す

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
用
地
取
得
に
向
け
て
協

議
を
始
め
た
段
階
で
あ
り
、

ま
ず
は
、
価
格
や
条
件
等

の
詳
細
に
つ
い
て
協
議
、

交
渉
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

再
問
　
市
庁
舎
移
転
、
新

築
等
に
関
し
て
は
、
森
永

跡
地
の
土
地
購
入
費
も
含

め
約
70
億
円
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
購

入
費
が
、
20
年
も
か
け
て

検
討
し
て
き
た
市
庁
舎
建

設
と
同
じ
よ
う
な
金
額
で

あ
る
。

　
こ
れ
を
わ
ず
か
半
年
ほ

ど
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
早
計
で
は
な
い

か
。
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
再
度
取
り
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
極
め
て
限
ら
れ
た

期
間
で
協
議
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

　
用
地
取
得
に
際
し
て
は
、

将
来
世
代
へ
の
負
担
を
強

い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

本
市
の
財
政
状
況
に
十
分

留
意
し
法
令
に
の
っ
と
り

適
正
に
判
断
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
担
当
が

　
　
　
　
　
必
要
で
は

辻本 美惠子

地
域
共
生

（市民会議）

市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

　
　
　
　
実
施
し
て
は

田中 允

Ｊ
Ｔ
跡
地

（－）

  

事
業
の
進
捗
状
況
を
見
て

　
　
　
　
　必
要
に
応
じ
検
討

  

限
ら
れ
た
期
間
で
協
議
を

　
　   

行
う
た
め
困
難
で
あ
る
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赤
司
泰

佐
々
木

古

賀

田

中

坂

口

山

本

宮

﨑

春

口

吉

村

段

下

白

石

西

村

辻

本

上

村

赤
司
祥

楢

木

前

田
城

八

尋

原

口

髙

原

横

尾

○●○○○欠○○○○○○○○○○○○○○○

○●○○○欠○○○○○○○○○○○○○○○

○●○○○欠○○○○○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

可
決

可
決

可
決

つくし野会派名

議員氏名
議案等名

令和６年第２回３月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

議案第８号
筑紫野市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について
議案第10号
筑紫野市介護保険条例の一部を
改正する条例の制定について

議案第23号
令和６年度筑紫野市一般会計予算について

○●○○○欠○○○○○○○○○○○○○○○

○●○○○欠○○○○○○○○○○○○○○○

○●○○○欠○○○○○○○○○○○○○○○

可
決

可
決

可
決

議案第24号
令和６年度筑紫野市国民健康保険事業
特別会計予算について
議案第27号
令和６年度筑紫野市介護保険事業
特別会計予算について
議案第28号
令和６年度筑紫野市後期高齢者医療事業
特別会計予算について

市民会議 公明党 ー ー ー 議長

本会議 本会議

本会議

常任
委員会 

予算審査
委員会 本会議

※変更する場合があります。

令和６年６月定例会

・本会議は原則として午前１０時に開会します。
・６月定例会の請願及び陳情の受付は５月３０日（木曜日）正午までです。

日 月 火 水 木 金 土
6/2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

常任
委員会 

常任
委員会 本会議

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

●予算審査・・・・・・・ ２
●代表質問・・・・・・・ 10
●議会報告会のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23

●委員会報告・・・・・・・ 6
●一般質問・・・・・・・・ 16

議　会　だ　よ　り

聴く　見る　動く　チーム議会

3月

9月
6月12月

今回の定例会

10万市民に議会を

5/1

　2月1日に全議員が、市三役、
部長級職員と合同で市内5か所に
分かれて能登半島地震災害義援金
街頭募金活動を行いました。
　集まった168,726円の義援金
は、日本赤十字社を通じて被災地
に届けられました。
　多くの方々からの善意に心より
感謝いたします。

今回の表紙題字は、筑山中学校美術部の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。

福岡県筑紫野市議会

議
会
だ
よ
り

筑
紫
野

N
o.204

2024年
５
月
１
日

印刷／久野印刷株式会社

●
発
行
/福
岡
県
筑
紫
野
市
議
会

●
編
集
/広
報
委
員
会

〒
818-8686　

福
岡
県
筑
紫
野
市
石
崎
一
丁
目
１
番
１
号

☎
092-923-1111　

 E-M
ail  gikai@

city.chikushino.fukuoka.jp

■次回第205号は令和６年８月１日発行予定です。

目次

　この題字には、筑紫野市民の方々のあたたかさや、
のどかさなどを伝えられるように工夫をしました。
　例えば、つくしやヘビなどの動植物を描いたり、
明るい色でグラデーションを使ったりしました。

～表紙題字の作者紹介～

　　筑山中学校美術部３年
(左から) 石川莉音さん、牛尾乃彩さん

広報委員会
原口　政信委 員 長

副委員長 前田　倫宏

委　　員
西村　和子・坂口　勝彦
段下季一郎・赤司　祥一

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

３月定例会 審議結果（2月27日～3月26日）

条　　例・・・・・・・

発　　議・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

１３件
２件

予　　算・・・・・・・

補正予算・・・・・・・・・

（原案可決）

（原案可決）

（原案可決）

（原案可決）

１２件
８件

・筑紫野市議会委員会条例の一部を改正する条例
・筑紫野市議会ハラスメント防止条例（新規制定）

・筑紫野市副市長の選任について　　　平嶋義伸　氏
・筑紫公平委員会委員の選任について　渡邉利治　氏
・筑紫野市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　内野公子　氏

ひらしまよしのぶ

わたなべとしはる

うち の きみ こ

[主な補正内容]
　令和５年度筑紫野市一般会計補正予算(第7号)
　・基金積立事業
　・国民健康保険事業特別会計繰出金
　・子どものための教育・保育給付事業　ほか

・水質調査に関する陳情
・英語の学力改善に向けての陳情
・手話言語条例の制定に関する陳情

人事案件 ３件（同意）

陳　　情・・・・・・・・・３件

私たちがデザインしました!!

令和6年能登半島地震災害義援金の
募金活動を行いました

2024
No.204

いしかわ り のん うし  お の   あ




